
守
護
城
下
山
ロ
の
形
態
と
構
造

山

村

亜

希

【
要
約
】
　
中
世
の
地
方
政
治
中
心
で
あ
る
守
護
城
下
は
、
し
ば
し
ば
戦
国
城
下
町
と
比
較
さ
れ
、
そ
の
空
間
講
造
の
未
熟
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
資
料
的
制
限
か
ら
、
城
下
空
間
全
体
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
変
遷
過
程
を
実
証
的
に
論
じ
た
事
例
研
究
は
乏
し
く
、
戦
国
城
下
町
と
の
比
較
も
容
易
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
守
護
城
下
諸
施
設
の
立
地
の
傾
向
を
示
し
た
上
で
、
町
空
間
の
発
達
過
程
と
武
士
邸
の
存
在
形
態
を

検
討
し
、
中
世
山
口
の
空
間
構
造
の
変
遷
を
論
じ
た
。
山
口
の
空
間
櫨
造
は
、
町
空
間
の
発
達
と
密
接
に
関
連
し
つ
つ
変
遷
し
、
都
布
領
主
で
あ
る
大
内

氏
の
統
制
力
は
限
定
さ
れ
た
空
心
に
し
か
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
大
内
氏
は
、
既
存
の
町
空
間
の
実
態
を
追
認
し
て
お
り
、
武
士
邸
の

立
地
も
町
空
間
の
発
達
に
追
随
し
た
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
内
氏
の
支
配
の
限
界
と
も
評
価
で
き
る
が
、
町
春
闘
と
の
共
存
、
追
認
、
利
用
と
い
う

視
点
か
ら
大
内
氏
の
支
配
の
特
性
を
と
ら
え
な
お
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
二
巻
三
号
　
一
九
九
九
年
五
月

守護城下由口の形態と構造（山村）

　
　
　
①

守
護
城
下
研
究
は
、

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

1
　
守
護
城
下
概
究
の
動
向

以
下
の
三
段
階
を
経
て
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。

城
下
町
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
つ
の
集
落
と
し
て
、
守
護
所
に
先
駆
的
に
着
目
し
た
の
は
、

　
　
　
②

松
本
豊
寿
で
あ
っ
た
。

松
本
は
、
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土
佐
の
戦
国
期
城
下
町
や
市
町
を
問
題
と
す
る
中
で
、
中
世
豪
族
屋
敷
村
と
守
護
町
を
城
下
町
の
起
源
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
松
本
は
、
領

主
権
力
に
よ
る
家
臣
の
城
下
集
住
政
策
や
商
業
統
制
、
市
町
の
吸
収
と
い
っ
た
点
で
、
「
守
護
町
」
は
戦
国
期
城
下
町
と
比
較
し
て
未
熟
で
あ

り
、
さ
ら
に
地
域
的
封
建
国
家
以
前
の
守
護
領
国
制
に
規
制
さ
れ
、
領
国
の
首
都
た
る
中
心
性
を
有
し
て
い
な
い
と
し
て
、
「
守
護
町
」
が
空

間
構
造
研
究
の
対
象
と
な
り
う
る
ほ
ど
の
存
在
と
み
な
す
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
む
し
ろ
積
極
的
に
守
護
所
及
び
「
守
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

城
下
」
を
研
究
対
象
と
し
、
中
世
を
通
じ
て
網
羅
的
に
全
国
の
守
護
所
を
抽
出
し
た
の
は
、
松
山
宏
で
あ
る
。
松
山
は
、
守
護
所
を
中
世
政
治

都
市
の
一
形
態
と
し
て
戦
国
城
下
町
の
系
譜
の
申
に
位
置
づ
け
、
守
護
所
の
周
囲
に
あ
る
程
度
の
都
市
的
空
蝉
が
広
が
る
「
守
護
城
下
」
の
成

立
は
南
北
朝
期
以
降
で
あ
る
と
し
た
。
松
山
の
研
究
は
、
主
と
し
て
守
護
権
力
の
性
格
、
地
域
の
政
治
的
な
情
勢
、
守
護
所
の
立
地
・
分
布
パ

タ
ー
ン
を
問
題
と
し
、
特
に
軍
事
、
交
通
面
の
利
便
性
や
、
一
国
内
の
地
理
的
位
置
、
守
護
所
設
置
以
前
の
機
能
と
守
護
所
の
設
置
を
関
連
づ

け
て
い
る
。
松
本
と
松
山
の
評
価
の
違
い
は
、
「
城
下
町
」
を
、
地
域
の
中
心
と
し
て
と
ら
え
る
か
、
経
済
・
交
通
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
結

節
点
と
し
て
と
ら
え
る
か
の
差
異
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
守
護
城
下
の
空
間
構
造
に
関
し
て
は
、
資
料
的
制
限
か

ら
も
未
だ
具
体
的
な
実
証
が
不
十
分
な
段
階
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
一
九
八
○
年
代
に
な
る
と
、
網
野
善
彦
の
中
世
都
市
論
に
よ
り
、
従
来
研
究
対
象
と
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
空
間
が
、
「
都
市
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
場
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
今
谷
明
は
、
多
く
の
地
方
都
市
が
地
方
権
力
の
消
長
と
密
接
に
関
連
し
て
い

た
と
し
て
、
守
護
城
下
、
特
に
中
世
後
期
に
お
け
る
畿
内
周
辺
の
守
護
所
に
着
目
し
た
。
今
谷
は
、
守
護
の
機
能
や
支
配
機
構
と
い
う
視
点
か

ら
、
守
護
所
の
立
地
を
問
題
と
す
る
中
で
、
守
護
所
の
分
立
と
い
う
現
象
を
指
摘
し
、
権
力
に
よ
る
都
市
創
出
と
い
う
側
面
を
強
調
し
た
。
ま

　
　
　
⑥

た
小
川
信
は
、
淡
路
、
讃
岐
、
長
門
等
の
守
護
所
を
検
討
し
て
、
守
護
や
守
護
代
、
在
地
権
力
の
分
国
経
営
の
実
態
と
守
護
所
の
役
劉
や
、
府

中
へ
の
守
護
所
の
設
置
に
よ
り
都
市
的
発
展
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
谷
と
同
様
、
都
市
と
政
治
権
力
と
の
関
係
を
重
視
し
た
。
こ

れ
ら
の
研
究
の
中
で
は
、
守
護
城
下
の
景
観
に
関
し
て
、
倉
庫
群
な
ど
の
備
蓄
施
設
や
市
場
、
工
房
、
宿
、
寺
院
、
津
、
防
衛
施
設
な
ど
の
存

在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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守護城下山口の形態と構造（山村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
の
後
、
中
世
考
古
学
の
盛
行
も
あ
っ
て
、
中
世
都
市
研
究
の
中
で
、
特
に
空
間
構
造
の
解
明
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
文
献
史
学
・
考
古
学
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

建
築
史
学
・
歴
史
地
理
学
と
い
っ
た
複
数
分
野
で
研
究
が
進
展
し
、
各
々
の
研
究
方
法
や
成
果
が
積
極
的
に
共
有
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

来
の
守
護
城
下
研
究
で
し
ば
し
ば
比
較
の
対
象
と
さ
れ
た
戦
国
城
τ
町
に
関
し
て
は
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
つ
た
流
れ
の

中
で
、
考
古
学
的
成
果
を
ふ
ま
え
、
守
護
所
や
守
護
城
下
か
ら
戦
国
城
下
町
へ
の
空
間
構
造
の
変
遷
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て

撫
・
研
穿
象
と
さ
れ
た
場
所
は
・
越
後
府
⑳
美
灘
由
脚
洋
物
甲
脚
山
恥
等
で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
事
例
研
究
か
ら
・
＋
五
世
紀

後
半
頃
を
画
期
と
し
て
、
考
古
学
的
に
遺
構
が
充
実
し
始
め
、
都
市
壁
書
施
設
の
配
置
や
街
銘
の
方
向
に
あ
る
程
度
の
計
画
性
も
想
定
さ
れ
る

場
所
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
空
聞
構
造
に
関
し
て
は
、
守
護
館
の
周
囲
に
記
号
が
散
在
し
、
中
に
は
守
護
代
ク
ラ
ス
と
思
わ
れ
る
守
護
館

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
館
の
存
在
も
推
定
さ
れ
る
事
例
や
、
周
辺
に
守
護
城
下
と
比
肩
す
る
既
存
の
市
・
市
町
や
都
市
が
存
在
す
る
事
例
が
報
告

さ
れ
る
。
ま
た
、
守
護
城
下
は
、
十
六
世
紀
前
半
以
降
に
は
、
館
型
城
郭
を
中
心
と
し
た
武
士
の
集
住
化
、
街
路
敷
設
な
ど
の
都
市
計
画
の
実

施
、
要
害
普
請
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
、
戦
国
城
下
町
と
類
似
す
る
空
問
構
造
へ
と
変
化
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
川
要
は
、
十

四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
前
半
頃
に
、
守
護
館
等
の
平
地
方
形
館
を
基
本
と
し
た
地
域
社
会
の
支
配
制
度
の
「
方
形
館
体
制
」
が
成
立
す
る
と

し
、
堀
囲
み
で
規
模
的
に
卓
越
し
た
居
館
を
五
心
と
し
て
、
周
辺
に
小
さ
な
屋
敷
地
が
配
置
さ
れ
、
屋
敷
地
内
外
に
商
工
業
者
が
存
在
す
る
空

間
パ
タ
ー
ン
を
、
中
世
後
期
集
落
の
方
向
性
の
一
つ
で
あ
る
「
居
館
化
」
の
初
期
段
階
に
位
置
づ
け
た
。
「
居
館
化
」
が
進
行
し
た
十
五
世
紀

末
に
は
、
守
護
館
の
再
編
強
化
、
商
工
業
者
の
階
層
分
化
・
自
立
に
よ
り
、
惣
構
え
の
形
成
、
商
工
業
者
の
凝
集
、
「
一
乗
谷
型
」
短
冊
型
地

割
の
発
生
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
る
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
市
場
を
起
源
と
し
、
「
都
市
化
」
の
方
向
性
の
中
で
発
生
し
た
常
設
店
舗
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
「
草
戸
型
」
短
冊
形
地
割
も
別
個
に
存
在
し
て
お
り
、
近
世
城
下
町
は
こ
の
二
つ
の
空
間
を
統
合
し
て
成
立
す
る
と
論
じ
た
。
前
川
の
研
究

は
、
守
護
城
下
を
含
め
た
中
世
城
下
町
の
形
態
の
類
型
化
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
守
護
城
下
研
究
の
展
開
か
ら
、
守
護
所
・
守
護
城
下
の
形
態
や
機
能
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
守
護
領
国
制
や
地
域
社

会
に
お
け
る
守
護
権
力
の
性
格
、
．
分
国
経
営
の
あ
り
方
か
ら
の
守
護
城
下
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
も
、
特
に
文
献
史
学
か
ら
発
言
が
な
さ
れ
て
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き
た
。
そ
こ
で
は
、
守
護
城
下
を
中
世
地
方
政
治
都
市
と
し
て
戦
国
城
下
町
の
前
殺
階
と
位
置
づ
け
、
し
ば
し
ば
戦
国
城
下
町
と
比
較
し
て
、

守
護
大
名
の
地
域
支
配
の
不
徹
底
さ
が
具
現
す
る
未
熟
な
空
間
構
造
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
比
較
の
指
標
と
さ
れ
た
の
は
、

多
く
の
場
合
、
①
城
下
に
お
け
る
家
臣
団
の
集
住
、
②
市
・
市
町
・
町
と
い
っ
た
商
工
業
機
能
に
対
す
る
権
力
の
統
制
、
③
城
下
空
間
の
諸
機

能
の
把
握
を
意
図
し
た
都
市
計
画
の
施
行
と
い
う
三
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
従
来
の
守
護
城
下
研
究
で
は
、
城
下
全
体
の
諸
施
設
・
諸
機
能
の
実
態
を
網
羅
的
に
検
証
し
、
空
間
構
造
の
変
遷
過
程
を
提
示
す

る
試
み
は
、
発
掘
デ
ー
タ
や
文
献
史
料
が
断
片
的
で
、
景
観
復
原
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。
特
に

町
屋
や
市
・
市
町
の
実
態
は
、
現
段
階
で
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
つ
た
現
状
で
は
、
他
の
中
世
都
市
と
の
前
述
の
三
点

を
指
標
と
し
た
比
較
は
容
易
で
な
く
、
守
護
城
下
固
有
の
空
間
構
造
を
都
市
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
評
価
も
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
守
護
城
下
研
究
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
城
下
空
間
は
守
護
権
力
が
形
成
あ
る
い
は
改
変
し
た
空
間
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
存
在
す

る
。
し
か
し
、
権
力
が
取
り
こ
み
き
れ
な
か
っ
た
既
存
の
諸
機
能
・
空
間
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
守
護
権
力
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
空

間
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
い
つ
た
異
質
な
難
問
の
具
体
的
な
形
態
・
機
能
を
よ
り
明
確
に
し
、
空
間
構
造
の
変
遷
過

程
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
も
あ
る
。

　
従
っ
て
、
守
護
城
下
の
諸
機
能
の
実
態
と
、
そ
れ
ら
を
統
合
的
に
検
討
し
た
空
問
全
体
の
空
間
構
造
及
び
そ
の
発
達
段
階
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
事
例
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
山
口
を
対
象
と
す
る
。
山
口
は
、
南
北
朝
か
ら
室
町
後
期
に
か
け
て
守
護
所
が
設
置
さ

れ
、
従
来
の
研
究
で
画
期
と
さ
れ
る
十
五
世
紀
後
半
及
び
十
六
世
紀
前
半
を
経
て
お
り
、
空
間
構
造
の
変
遷
過
程
を
検
討
し
う
る
事
例
で
あ
る
。

ま
た
、
大
内
氏
と
い
う
大
勢
力
の
守
護
の
膝
下
で
あ
り
、
＝
疋
の
都
市
的
繁
栄
も
経
験
し
て
い
る
た
め
、
館
の
み
な
ら
ず
寺
社
や
武
士
並
等
の

諸
施
設
の
存
在
も
比
較
的
数
多
く
確
認
で
き
、
過
去
の
景
観
復
原
と
い
う
方
法
で
の
検
討
の
対
象
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
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2

中
世
山
口
研
究
と
本
稿
の
匿
的

守護城下山口の形態と構造（山村）

　
当
該
期
の
山
口
に
関
し
て
は
、
近
世
以
来
様
々
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
時
代
史
料
が
乏
し
い
こ
と
を
理
由
に
、
大
内
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
山
口
を
描
い
た
と
さ
れ
る
『
山
口
塾
図
瞼
を
始
め
、
萩
藩
作
成
の
地
誌
『
防
長
風
土
注
進
案
』
や
寺
社
の
沿
革
を
ま
と
め
た
『
防
長
寺
社
由

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

来
』
、
大
内
氏
滅
亡
時
の
様
子
を
申
心
に
記
し
た
軍
記
物
語
等
の
近
世
の
考
証
を
、
主
要
な
根
拠
と
し
て
利
用
し
て
き
た
研
究
が
多
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
都
市
形
成
時
に
お
け
る
京
都
を
模
し
た
都
市
計
画
の
存
在
や
、
大
内
時
代
の
「
城
下
町
」
と
し
て
の
発
展
が
、
「
西
の
京
」
山
口

の
イ
メ
ー
ジ
と
相
ま
っ
て
過
度
に
強
調
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
に
対
し
、
野
村
晋
域
、
古
賀
信
幸
、
百
田
昌
夫
、
乾
貴
子
の
研
究
は
、
同
時
代
史
料
や
近
年
の
発
掘
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
点
か
ら
高
く
評
価
で
き
る
。
野
村
は
『
大
内
氏
掟
書
』
を
都
市
の
実
態
を
示
す
史
料
と
し
て
解
釈
し
た
上
で
、
時
系
列
に
沿
っ
て
山
口
の
都

市
像
を
整
理
し
、
特
に
十
⊥
ハ
世
紀
後
半
に
お
け
る
毛
利
氏
時
代
の
山
口
の
都
市
的
発
展
を
指
摘
し
た
。
古
賀
は
発
掘
調
査
か
ら
、
政
弘
期
に
お

け
る
館
の
強
化
拡
張
、
政
弘
期
以
降
に
お
け
る
館
の
内
部
構
造
の
性
格
を
論
じ
、
竪
小
路
と
石
州
街
道
と
い
う
二
本
の
都
市
軸
の
存
在
等
を
指

摘
し
た
。
い
ず
れ
も
山
口
の
都
市
空
間
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
と
し
て
注
目
し
た
い
。
百
田
・
乾
は
守
護
所
内
部
の
空
間
構
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

論
じ
、
特
に
乾
は
、
大
内
義
隆
に
よ
る
高
峯
太
神
宮
移
転
に
伴
い
「
城
下
町
プ
ラ
ン
に
変
化
が
生
じ
」
た
と
想
定
す
る
。

　
以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、
当
該
期
の
守
護
所
内
部
空
間
及
び
守
護
城
下
空
間
の
実
態
が
考
察
さ
れ
、
個
別
的
・
断
片
的
な
諸
施
設
の
位
置
比

定
や
存
在
形
態
の
検
討
は
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
従
来
の
都
市
像
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
お
、
空
間
全
体
の
形
態
と
構
造
を

統
合
的
・
動
態
的
に
と
ら
え
、
そ
の
形
成
・
変
遷
過
程
を
論
じ
る
試
み
は
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
山
口
の
各
段

階
の
城
下
空
間
の
復
原
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
空
間
構
造
の
変
遷
過
程
の
検
討
と
い
う
二
点
を
泪
的
と
し
た
い
。
二
章
に
お
い
て
は
、
五
期
に

時
期
区
分
を
し
た
上
で
可
能
な
限
り
同
時
代
史
料
を
用
い
て
、
諸
施
設
・
諸
機
能
の
位
置
比
定
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
分
布
を
考
察
す
る
。
こ
こ

か
ら
は
、
各
時
期
の
空
間
形
態
の
全
体
的
な
傾
向
を
よ
り
実
証
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
章
に
お
い
て
は
、
守
護
城
下
を
都
市
史
研
究
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の
中
に
位
置
づ
け
る
視
点
で
あ
る
、
「
町
」
空
聞
と
武
士
居
住
地
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
、
地
籍
図
を
援
用
し
つ
つ
、
そ
の
発
達
段
階
を
考
察

し
た
い
。
ま
た
、
四
章
で
は
二
・
三
章
で
考
察
し
た
城
下
空
間
の
実
態
と
の
関
係
に
留
意
し
て
、
大
内
氏
の
空
間
統
制
を
検
討
し
、
最
後
に
空

（320）6

問
梅
造
の
変
遷
過
程
を
論
じ
た
い
。

①
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
守
護
所
、
守
護
町
、
守
護
城
下
、
守
護
城
下
町
と

　
い
っ
た
用
語
が
個
別
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
実
態
の
差
異
が
厳
密
に
論
じ
ら
れ
な
い

　
ま
ま
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
守
護
城
下
あ
る
い
は
守
護
城
下
町
と
戦
国

　
城
下
町
と
の
明
確
な
区
分
も
未
だ
定
説
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
守

　
護
城
下
の
語
を
城
（
館
）
と
城
下
の
諸
施
設
及
び
町
の
一
方
な
い
し
聾
者
を
含
む

　
用
語
と
し
て
使
用
し
、
山
口
に
守
護
所
が
お
か
れ
た
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世

　
紀
半
ば
ま
で
の
空
間
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

②
松
本
『
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
六
七
。

③
松
山
凹
日
本
中
世
都
市
の
研
究
』
大
学
堂
書
唐
～
九
七
三
、
例
守
護
城
下
町
の

　
研
究
隔
大
学
堂
書
店
一
九
八
二
。

④
　
網
野
の
論
考
は
以
下
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
網
野
「
中
世

　
都
市
論
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
七
中
世
三
』
岩
波
書
店
～
九
七
六
）
、
『
無
縁
・

　
公
界
・
楽
』
平
凡
社
一
九
七
八
、
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店

　
一
九
八
四
、
『
日
本
中
世
都
霧
の
世
界
』
筑
摩
書
房
～
九
九
六
。

⑤
今
谷
「
畿
内
近
国
に
於
る
守
護
所
の
分
立
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

　
八
、
一
九
八
五
、
「
守
護
所
の
性
格
と
機
能
」
国
史
学
一
四
三
、
一
九
九
一
、
「
守

　
護
と
交
通
・
交
易
」
朝
日
百
科
・
日
本
の
歴
史
別
冊
歴
史
を
読
み
な
お
す
六
、
朝

　
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
。

⑥
　
小
川
「
淡
路
・
諸
富
両
国
の
守
護
所
と
守
護
・
守
護
代
・
国
人
」
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
研
究
報
告
八
、
～
九
八
五
、
「
中
世
の
長
門
府
中
と
守
護
館
・
守
護
代

　
所
」
国
史
学
一
二
七
、
一
九
八
五
、
「
府
中
と
守
護
所
の
関
係
に
つ
い
て
」
国
史

　
学
一
四
三
、
一
九
九
一
。

⑦
筆
者
も
、
前
歴
に
お
い
て
、
中
世
鎌
倉
に
お
け
る
空
間
構
造
の
変
遷
過
程
の
解

　
明
を
試
み
た
（
拙
稿
「
中
世
鎌
倉
の
都
市
空
間
構
造
」
史
林
八
○
…
二
、
　
一
九
九

　
七
）
。

⑧
複
数
分
野
で
の
研
究
の
成
果
は
、
以
下
の
他
多
く
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
高

　
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
編
凹
日
本
都
市
史
入
門
1
～
中
隔
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八

　
九
～
一
九
九
〇
、
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
・
宮
本
雅
明
・
伊
藤
毅
編
『
國
集
日
本

　
都
市
史
隔
東
京
大
学
繊
満
会
一
九
九
三
、
『
よ
み
が
え
る
中
世
』
　
一
～
八
巻
、
平

　
凡
社
一
九
八
八
～
一
九
九
四
。
ま
た
、
現
在
ま
で
の
中
世
都
市
研
究
の
動
向
は
、

　
仁
木
宏
『
空
間
・
公
・
共
同
体
隔
（
青
木
書
店
～
九
九
七
）
に
的
確
に
整
理
さ
れ

　
て
い
る
。

⑨
小
鶴
道
裕
「
戦
国
期
城
下
町
の
研
究
」
日
本
史
研
究
二
五
七
、
一
九
八
四
、

　
「
織
豊
期
の
都
市
法
と
都
市
遺
構
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
八
、
　
九

　
八
五
、
前
川
要
『
都
市
考
古
学
の
研
究
』
柏
書
房
～
九
九
一
、
千
田
藏
博
「
戦
国

　
期
城
郭
・
城
下
町
の
構
造
と
地
域
姓
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
二
九
、
一
九
九
〇
、
市
村

　
高
男
咽
戦
国
期
東
国
の
都
市
と
権
力
』
羅
文
閣
出
版
一
九
九
四
な
ど
。

⑩
金
子
拓
男
・
前
川
要
編
『
守
護
所
か
ら
戦
国
城
下
へ
1
地
方
政
治
都
市
論
の

　
試
み
i
』
（
名
著
出
版
一
九
九
四
）
で
は
、
考
古
学
と
文
献
史
学
を
中
心
に
、

　
各
地
の
事
例
研
究
の
紹
介
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
都
市
史
の
中
に
守
護
城
下
を
位
置

　
づ
け
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑪
青
山
宏
夫
「
居
多
神
社
四
至
絵
図
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
地
理
学
的
諸
問
題
」
新
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潟
史
学
二
六
、
一
九
九
　
、
前
出
要
・
千
田
嘉
博
・
小
島
道
裕
「
戦
国
期
城
下
町

　
研
究
ノ
ー
ト
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
三
一
一
、
一
九
九
｝
、
斎
藤
利
男

　
「
越
後
府
中
と
直
江
の
津
」
（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
都
市
と
交
通
」
河
鵬

　
書
…
房
新
社
、
｝
九
九
二
）
、
金
子
拓
男
「
上
杉
氏
に
よ
る
越
後
府
中
の
経
営
と
居

　
城
春
日
山
城
の
成
立
」
・
小
島
幸
雄
「
春
日
山
と
越
後
府
内
の
発
掘
成
果
」
・
矢
田

　
俊
文
門
戦
国
期
越
後
に
お
け
る
守
護
・
守
護
代
と
都
市
」
（
前
掲
注
⑩
）
。

⑫
高
田
徹
・
内
堀
信
雄
門
美
濃
に
お
け
る
一
五
・
一
六
世
紀
代
の
守
護
所
の
変

　
遷
」
（
前
掲
注
⑩
）
。

⑬
　
前
掲
注
⑪
「
戦
国
期
城
下
町
研
究
ノ
ー
ト
」
。

⑭
梅
本
博
志
「
信
長
期
に
お
け
る
清
須
城
下
町
の
様
稲
」
・
下
村
僑
博
「
文
献
か

　
ら
み
た
清
須
城
下
町
の
変
遷
」
（
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
凹
清
洲
－
織
豊
期

　
の
城
と
都
市
－
研
究
報
告
編
隔
一
九
八
九
）
。

⑮
飯
沼
賢
司
「
戦
国
期
の
都
市
”
甲
府
”
」
甲
府
市
史
研
究
二
、
一
九
八
五
、
数

　
野
雅
彦
¶
中
世
城
下
町
甲
府
の
立
地
と
都
市
プ
ラ
ン
」
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研

　
究
所
研
究
報
告
三
、
一
九
九
〇
。
郷
燭
ヶ
崎
館
に
移
転
以
前
の
守
護
所
に
つ
い
て

　
は
、
数
野
雅
彦
「
甲
斐
に
お
け
る
守
護
所
の
変
遷
」
（
前
掲
注
⑩
）
が
あ
る
。

⑯
古
賀
信
幸
門
守
護
大
名
大
内
（
多
々
良
）
氏
の
居
館
跡
と
城
下
山
口
」
（
前
掲

　
注
⑩
）
。

⑰
　
前
川
「
中
肚
環
濠
集
落
と
惣
構
え
1
考
古
学
か
ら
見
た
中
世
後
期
集
落
の
類
型

　
と
変
遷
一
」
日
本
史
研
究
四
二
〇
、
一
九
九
七
、
「
中
世
村
落
と
都
市
－
地
域
社

　
会
に
お
け
る
集
村
化
と
都
市
の
成
立
一
」
考
古
学
研
究
四
五
－
二
、
一
九
九
八
、

　
「
考
量
学
か
ら
見
た
戦
国
期
城
下
町
の
原
型
」
歴
史
地
理
学
四
一
－
一
、
一
九
九

　
九
。

⑱
「
山
口
古
図
」
（
山
口
県
文
書
館
蔵
）
の
原
図
の
作
成
年
代
は
慶
長
以
降
の
藩

　
政
期
で
あ
っ
て
、
山
口
市
街
図
に
大
内
氏
の
遺
構
を
詳
細
に
記
入
し
た
も
の
と
い

　
わ
れ
る
。
作
成
は
同
一
蒔
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
世
の
加
筆
も
あ
る

　
と
の
指
摘
も
あ
る
（
石
規
卓
美
「
『
山
口
古
図
』
解
説
」
『
山
口
丁
寧
」
マ
ツ
ノ
書

　
店
復
刻
版
一
九
七
五
）
。

⑲
由
口
県
文
書
館
編
『
防
長
風
土
注
進
案
』
十
二
山
口
宰
判
上
・
十
三
由
口
宰
判

　
下
山
口
県
立
山
口
図
書
館
一
九
六
一
。
以
下
『
注
進
案
』
と
略
す
。

⑳
山
口
県
文
書
臨
摸
『
防
長
自
社
由
来
』
第
三
巻
山
口
県
文
書
館
一
九
八
三
。

⑳
山
口
の
都
市
形
成
の
様
子
に
関
し
て
は
、
特
に
「
陰
徳
太
平
記
」
巻
十
九
（
米

　
原
正
義
校
注
『
陰
徳
太
平
記
』
二
東
洋
書
院
一
九
八
一
）
の
門
山
口
荒
廃
曲
事
」

　
の
記
述
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

⑫
　
野
村
「
戦
國
時
代
に
於
け
る
山
口
の
獲
達
」
社
会
経
済
史
学
八
－
二
、
一
九
三

　
八
。

⑱
　
前
掲
注
⑯
。

⑳
　
百
田
「
十
五
世
紀
後
半
の
周
防
守
護
所
一
二
つ
の
会
席
・
二
つ
の
郭
を
め
ぐ

　
っ
て
一
」
山
口
県
史
研
究
三
、
　
～
九
九
五
。

⑳
　
乾
「
戦
国
期
山
口
城
下
に
お
け
る
城
館
と
屋
敷
神
－
周
防
国
守
隠
所
別
邸

　
門
築
山
扁
に
つ
い
て
一
」
山
口
県
地
方
史
研
究
七
四
、
一
九
九
五
。

⑳
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
・
百
瀬
今
朝
雄
編
『
中
世
法
制
史

　
料
集
三
武
家
家
法
1
』
（
岩
波
書
店
一
九
六
五
）
に
所
収
さ
れ
た
隅
大
内
氏
掟
雷
』

　
を
使
用
し
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
『
掟
書
』
と
略
し
、
史
料
番
号
は
刊
本
に
準
じ

　
る
。
ま
た
、
史
料
の
解
読
に
際
し
、
岩
崎
俊
彦
『
大
内
氏
壁
書
を
読
む
I
l
掟
書

　
に
よ
る
中
世
社
会
の
探
求
1
』
（
大
内
文
化
探
訪
会
一
九
九
七
）
も
参
考
と
し
．

　
た
。

⑳
　
高
峯
太
神
宮
勧
請
を
契
機
に
、
武
士
居
館
の
屋
敷
神
の
分
祠
が
高
峯
山
麓
へ
と

　
集
中
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
着
匿
し
、
守
護
所
・
居
館
・
氏
寺
で
構
成
さ
れ
た
城

　
館
群
が
高
峯
山
麓
に
移
動
す
る
と
い
う
門
城
下
町
プ
ラ
ン
の
変
化
」
の
可
能
性
が

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
本
稿
で
使
用
し
た
同
時
代
史
料
は
、
『
由
口
県
史
料
　
中
世
編
上
』
（
由
口
県
文
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書
館
編
一
九
七
九
）
、
『
山
口
県
史
　
史
料
編
　
中
世
1
』
（
山
口
下
編
｝
九
九
六
）
、

凹
注
進
案
』
（
前
掲
注
⑲
）
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
二
・
四
巻
（
山
口
県
文
書
館
編
一

九
六
入
、
一
九
七
一
）
に
多
く
所
収
さ
れ
る
。
他
に
も
、
凹
掟
書
』
（
前
掲
注
⑳
）

や
『
氷
上
山
興
隆
奪
文
書
』
（
防
長
史
学
一
－
五
号
、
　
一
九
三
〇
1
｝
九
三
二
）

の
中
世
史
料
も
使
用
し
た
。
以
下
、
旧
識
史
料
臨
、
『
県
史
扁
、
『
閥
』
、
咽
興
』
と
略
す
。
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二
　
諸
施
設
の
分
布
と
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
章
に
お
い
て
は
、
寺
社
・
屋
敷
・
城
の
所
在
地
を
可
能
な
限
り
同
時
代
史
料
を
根
拠
に
比
定
し
（
表
1
）
、
同
時
に
そ
れ
を
図
示
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
都
市
領
主
で
あ
る
大
内
氏
の
動
向
を
妻
問
構
造
転
換
の
指
標
と
仮
定
し
て
、
第
1
～
V
期
に
時
期
区
分
し
て
地
図
化
し
た
（
図

1
～
5
）
。
ま
た
、
頗
口
周
辺
の
城
・
館
・
大
内
氏
関
連
寺
社
を
比
定
し
て
（
表
2
）
、
図
6
に
地
図
化
し
た
。

1

第
－
期
　
大
内
弘
世
の
山
口
移
転
以
前

　
大
内
氏
（
多
々
良
馬
）
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
周
防
国
衙
の
在
庁
機
構
内
で
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
、
広
大
な
所
領
と
在
庁
国

衙
領
の
所
職
進
止
権
を
有
す
る
最
有
力
在
庁
官
人
と
な
っ
た
。
御
家
人
化
し
た
在
地
領
主
層
は
、
周
防
国
衙
領
に
対
す
る
国
衙
補
任
の
地
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

よ
る
侵
略
と
い
う
状
況
下
で
、
当
時
の
在
庁
で
車
越
し
た
地
位
を
持
つ
大
内
氏
の
配
下
に
入
り
、
大
内
氏
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
強
大
化
す
る
。

十
四
世
紀
半
ば
の
大
内
警
世
は
、
実
質
的
に
周
防
・
長
門
両
国
の
守
護
職
を
得
る
こ
と
で
、
国
内
の
他
勢
力
の
支
配
を
完
了
し
た
。
そ
し
て
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

文
五
（
一
三
六
〇
）
年
頃
、
弘
世
は
館
を
現
山
口
市
南
東
の
大
内
か
ら
現
山
口
市
街
中
心
部
へ
と
移
転
さ
せ
た
。

　
当
該
期
の
山
口
周
辺
に
は
、
京
都
祇
園
社
領
の
朝
倉
庄
、
国
衙
領
の
湯
田
保
や
吉
木
保
、
地
頭
平
子
氏
の
所
領
化
の
進
行
し
た
仁
保
庄
・
恒

富
保
の
他
、
東
大
寺
領
荘
園
と
し
て
立
券
さ
れ
た
が
鎌
倉
後
期
以
降
大
内
氏
の
私
領
化
が
進
行
し
た
宮
野
荘
、
大
内
氏
の
知
行
所
領
の
大
内
村

や
宇
野
令
な
ど
の
荘
園
が
展
開
し
て
い
た
（
図
6
）
。
現
山
口
中
心
部
付
近
に
は
、
大
内
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
隆
寺
（
図
6
・
圏
2
）
領
の
宇
野

　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

秋
弘
名
や
、
大
内
氏
の
創
建
し
た
乗
福
寺
（
図
6
・
圏
3
）
領
の
讃
井
原
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
位
置
か
ら
、
現
山
口
中
心
部
周



守護城下山口の形態と構造（山村）

表1　寺社・屋敷の存在時期・位置と比定の根拠

第1期

神社

No

a

b
C
d

e

名称

仁壁神社（Ht．t．t工呂）

道祖神社

北野天神

今八幡宮

朝倉八幡宮（朝倉

郷八幡宮）

　存在が確認または推定される時期／位置比定／寺院の宗派
（～は移転や改宗を、［］内は発掘成果や本稿の推定を示す）

延喜式神名帳に記載／注：今の地より20除町の東北、寺：宮の前～注：長

治元（1104）年移転／現存

寺：琳聖太子創建／近世存在

寺：菅原道真太宰府下向時頃遠出、注：大内弘世勧請／寺注：北野小路、

証：今市善昌寺と極楽寺の悶、小字：北野小路一注：移転時期不明／注：

古熊舗石の森、的証：長者山の麓～注：移転時期不明／現存

注等：貞観元（859）年創建／注：朝倉八幡宮地、寺：糸米～注寺：大内政

弘移転～掟35－39：文明10（1478）4・15初見～興「今八幡宮遷宮注文案」：

文亀3（1503）3・6大内政弘社殿造営／現存

注：貞観元（859）年創建、寺：同18（876）年劒建～注古：永和3（1359）

4・15の銘のある獅子残る／現存

寺院

1

2

3

4

5

6

7

8

9

IO

11

12

13

14

口際寺（神宮等）

安養寺（善福寺）

常昌寺

西方寺

1：［］政丑

満福寺

永興寺（永編寺）

平薄寺（長山薬師
堂）

常蓮寺

本酸茎

王詣雲寺　　（竜福寺）

普門寺

地蔵堂（板堂）

龍泉…穿（立専寺）

寺：建久年間（1190－99）創建／現存／寺：真言宗一注古：大永6（1526）

11・20神光寺宛文書初見

即詠：正応元（1288）年大内重弘建立／注古「善福寺敷地同寺領等注文」

応永16（1409）2・27の院内囚至：東限小門前　西隈後河原　南限惣門前
北限横道、注古年不詳8・10（大内持世花押あり）：安養寺盆翁幡、寺：築

山の後、注：今八幡後瀟の地道場幽／奪：時宗～［善禰寺に由来する地名

「道場」の初見は1532年であることから山田期には小字r道場」へ移転

か］／近世存在

注：大内弘盛建立／注：天花村、文久3（1863）年「由口町村図」には三宮

西南の石州街道南に言己載あり／近世：禅宗

監寺：弘長元（1261）年創建／注：古語飯山一襲、現存善生涯／注寺：浄土

宗一触古：天文3（1534）2・6初見

由口幽政寺天神宮金鼓銘：建長6（1254）5が初見／小字：Fl政寺～大：天

文19（1551）年初見

寺：推古天皇5（597）年創建／現存／近世：曹洞宗～本尊黒地蔵の頭部内に

天文19（1551）3・9の大内義隆の銘文あり

注：大内弘素創建、寺：正応年間（1288－93）創建／注：白石（小字：影

迎）、近世存在／風：臨済宗一掟王00：文明18（1486）9・4初見［創建時に白

石にあった場合の古田への移転年は不明］

寺：長久元（1040）年創建／近世存在／寺：天台宗一注古：文明2（1470）

年の裏書のある額が初見一寺：天正18（1590）年真言宗に改宗

注：観応元（1350）年足利尊氏創建／現存常妙寺／奪：真言宗～寺：天正年

問（1573一・92）法華宗に改宗

注：大内弘世開基、風：文和年中（1352一・56）創建／現存／寺：法華宗一日

：1587年に法華宗徒の寺院、教会の正面に本閾寺という記載が初見

注：建永元（1206）年大内満盛創建／同左：白石／注等：臨済宗一注寺：享

徳3（1454）年大内教弘再興／風：白石／注：暫洞宗～大：天文19（1551）

年初見～注寺：弘治3（1557）年毛利隆元移転／現存

注：建武年中（1336－38）大内弘泊：開基、推古天皇19（611）年創建とも伝

承／現存／近世：臨済宗～御：永正17（1520）潤6初見

注：大内弘幸建立／同左：茶臼山～注：大内義弘移転／1司左：小鯖禅畠寺の

近辺～注：大内政弘移転／同左：一ノ坂（板堂）一注：明暦2（1656）年／

同業：上竪小路

注：大同元（806）年刎建、寺：大内十七代竜雲院殿建立／現存／注寺：真

9　（323）



15 医王寺

言宗～天正ユ0（1582）年真宗に改宗

寺：推古天皇17（609）年創建／注寺：姫山の四一［古図に記載があること

より第R期より鰐石に移転か］／近世存在／近世：浄土宗

第∬期

神社

f

g

舐園社

厳縄社

注：応安3（1370）年大内二世勧請～注寺：長禄3（1460）二大内教弘移転

／風：向水上、注：香積寺門前、小字：厄神一御：永正16（1519）11・9／御

：四品路上から高峯束麓へ大内義興移転、近世存在

寺：応永14（1407）年大内愚見勧請／注古「國清適院内膀示」応永14
（1407）IO・13：［國氏寺の］南限自河原嚴島前本道、小字：厳島、近世

存在

寺院

16

17

n
◎
Q
ソ
0

玉
1
2
21

22

23

24

25

26

7
0
0

2
2

廣徳島

初瀬観音堂（初瀬
寺・生福寺）

雲谷庵

献珠院

香積寺

國清毒

観音寺（勝音寺）

法泉寺

保寿寺　（保寿院）

廣澤導

曼陀羅寺（西久
寺）

深田寺

甘露院

注：大内盛見女開基／注：長谷のあたり、発掘：初瀬遺跡一正任記：文明

10（1478）10・1初見一大：天文20（1552）年義隆妾が避難、根：弘治2
（1556）年大内義長が避難

寺：大内政弘創建／寺：江良の奥山の嶺、注：江良村の奥元初七一注：永
禄12　（1569）　年移車云／現存

竹：寛正5（1464）年に初見～注：文明元（1469）年／一二天花山下

注寺：寛正元（1460）年大内教宣創建／現存俊竜寺／近世：普洞宗

注古「國清…拳院内膀示」応永14（1407）10・13：北限香積寺塔頭疎漏寺中

間が初見、注：文明3（1471）年大内義弘創建～注：慶長9（1604）年解体

／現存瑠璃光寺、小字：香山上／近世：臨済宗

注古応永11（1404）2・11：大内愚見創建／注古「晶晶寺院内榜示」応永14

（1407）IO・13：東限河原　西「SR石塔谷　南限自照原三品前本道　北隈香

積寺塔頭訓戒寺中間、現存洞応諾／寺：臨済宗～注古1応永7（1400）8・1

初見

注古：応永16（1409）7・12初見～注寺：永享2（1430）年大内持盛創建／小

字：観音、近世大通院存在／近世：臨済it　一一御：永正17（1520）潤6／高峯

太宇i11宮ゴヒ1こ滑音寺山

南朝編年誌略：応永7（1400）2月存在／小字：奥法泉寺／風：臨済宗～大・

根：弘治3（1557）年陶氏の乱の戦場

保存：大内守旧の子開器／岡左：滝／同朋：臨済宗～大：天文19（1551）年

初見

注寺：大内教習開基［文明元（1469）年以前に創建］／近世存在／近世：曹

洞宗～二二：文明17（1485）2・9初見

寺：享徳年申（1452一・55）創建／注：松の木丁の後面、寺：端坊の後通／寺

：浄土宗と律宗～注：慶長年中（1596－1615）移転／同左：今市／近世：浄

土宗

注：大内弘世息女開山／近世存在／近世：天台宗

等：文明年中（1469－87）には存在／近世存在／近盤：真言宗

屋敷

あ

い

大内氏館

築山館

陰徳太平記：大内二世が建設、竹：寛正5（1464）年「太守三内」が初見／

発掘：大内氏館跡［遺物・遺構は15世紀中期以降で確認］、古図：大殿御

殿

掟2－8：長禄3（1459）5・22に大内教弘を「築山殿」とする［大内教弘が建

造か］一初編下葉2047：（1480年か）「大内京兆、筑由にて」が初見／発掘

：築由跡、古図：大内御殿、小字：築山
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守護城下山口の形態と構造（山村）

第皿期

神社

h
・
E

j

k

築山社

諏訪大明神・辮才

天

熊野三所権現

貴船大明神

掟106：文明19（1487）3・晦日／同順：［闇闇屋形内］

御：永正16（1519）6・26以前／同左：竪少路今御新殿御渥敷鎮守～同左：

永正16（1519）6・26大内義興移転／同齢：高峯太神宮敷地

注：往古は惑乱～尼寺：永正17（1520）年大内義興移転／同左：高峯太神

宮敷地

御：永正16（1519）6・26以前／同左：今少路殿御庭～同左：永正16（1519）

6・26大内義興移転／明記：高峯太神宮敷地

寺院

9
0
ー
ワ
］
n
6

2
3
3
3
3
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F
D
【
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3
3

正因庵

iE法院

観音堂

観音堂

丸解毒

公葬等（常聞寺）

妙泉寺

慈観堂（長寿寺）

御：永正17（1520）潤6／同左：國溝寺門前

御：永正15（15王8）年初見／同左：高峯麓、小字：正法院

御：永正15（1518）年以前／同左：高峯太神宮の西に元観音引落跡

御：永正15（1518）年／同左：高峯太神宮の南の小由に今観音堂再興する

等二永正年中（1504－21）存在、注；天文年中（1532－55）創建／注：古熊、

寺：馬場殿小路の川向／寺：灘土宗

風：大内政弘開基／風：長山［小字：長山］、寺；鳥越村～注：移転年月日

不明／現存法界寺／近世：浄土宗

寺：延徳元（1489）年創建／近世存在／寺：法華宗

注風：創建年月日不明慈観堂あり～風：大永2（1522）年、．注：天文年間
（ユ532－55）大内義興長寿奪劒建／現存／近世：浄＝k宗

屋敷

う
え

お

か
き
く
け

こ
さ
し
す

せ

杉弘照

飯田貞家

安富曲行

嶋田行泰

飯田全家

相良正任

杉武道

杉弘幽

幽冨弘員

杉弘翼

下武明

御郷弘四

阿川治部丞

阿川國康

森盛治

伊佐元壁

土多野日向守

掟46－47、80一・81：文明13（1481）3・5、文明17（1485）11①③／古兵：杉氏

神46－47、77、80－81、85：文明13（1481）3・5、文明ユ7（1485）11①③／近

世：飯田町
興103：文明16（1484）7・20、掟122：（文明19（1487）4・20）④／興103：

宇野令後田新立小路西之通
経104：文明17（1485）9・14／同左：後田安富掃部助［房行］節所前

垂78：文明17（1485）11②／近世：飯田町

掟77：文明17（1485）11①／小字：相良、近世：相良ノ1・路、古図：相良氏

掟122：（文明19（1487）4・20）④、興207：（年不詳）4・28／興207：端山

田村

興107、108：延徳2（1490）閏8・5／同左：秋雨名内田地

興109：延徳2（1490）11・4／同左：長山前秋讃名山内

興114：明応5（1496）3・4／同心：端山田杉新左衛門尉［離職］獄所並

掟77・122：文明17（1485）11、（文明19（1487）4・20）①④、興115：明応

8（1499）9・ユ5／興115：秋蒔名内畠地

白ユ15：明応8（1499）9・ユ5／同左：元凸凹左衛門尉武明居住跡四阿川治部

丞申給屋敷西ノヨリ

興115：明応8（1499）9・15／同左：［秋闘名内御郷弘周宅の刺

興且7：明応9（1500）3・15／同齢：杉平左衛門尉武明跡大之地　御郷弘周

申請地西

興132：永正2（1505）6・13／同左：後田元杉平左衛門尉武明居住跡内

興133：永正2（1505）8・29／同心：後田日野平左衛門尉跡内，

興2G7：（年不詳）4・28［杉武道の書状であることから神田期と推定］胴

左：端山田村

第v期
神社

1　高嶺太神宮 御：永正17（1520）潤6大内義興造営／現存
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m
n
op

q

山王権現

紙園社御旅所

春日神社

多賀神社

荒神竹

叢：永正18（1521）年大内義興造営／同左：高峯太神宮敷地

御：永正：17（1520）6・7／巨財：今道、現存

大：天文年悶（1532－55）義隆創建／文久3（1863）年「山口町幽幽図」には

春日山の束に記載あり

注：仲哀天皇2年創建／控：御山の森～大：天文年悶．（1532－55）義隆勧請／

近世存在

注古r闘通寺末山付立」：天文19（1551）4・5／近世絵図「Ltl口町社寺絵図」

に記載あり

寺院

7
8

つ
D
g
Q

0
）
0
3
441

2
3
4
5
ρ
0

4
4
4
4
4

真如寺

大蔵院

求聞持堂

浄泉寺

巡四脚

玉蔵院

正服寺

浄光寺

覚雄寺（単坐寺）

端坊

大：天文18（1550）年初見／現存妙喜寺／大：浄土宗

毛：天文6（1537）12・1山口御宿大蔵院／注：香積寺北に大蔵屋敷、小字：

大蔵

大：大内義隆創建／風：滝求聞持谷

注古r腿1通寺末山付立」：天文19（1551）4・5／同左：山口市中、近世存在／

寺：浄土宗

液：大永年中（1521－28）大内氏開基、寺：大永発（1521）年創建／注：古

熊村上之山際、寺：永福寺近所～注古「圓逓寺末症1付立」：天文19（1551）

4・5初見

中：享禄5（1532）年／凹凸：うしろかハら

寺：天文年中（1532－55）年創建／現存／近世：真宗

元：天文18（1550）2・16御宿浄光寺／注：鰐石

大：天文19（1551）年初見／小字：角香寺～大：陶氏の乱時の戦場

寺：天文年中（1532－55）創建／現存／近世：真宗一尉古：慶長6（1601）年

初見

麗敷

そ

た
ち
つ

相良武任

若江大部左衛門＊

知阿ミ＊

七郎左衛凹＊

大：天文ユ9（1551）9・15武任が館、天文20（1552）8・29山口中乱妨ノ其初

ニハ相良が家ヲ打破り／小字：相良、近世：相良小路、古蹟：相良氏

中：享禄5（1532）年／同左：うしろかハら、宇：蒲後河原・東後河原

中：享禄5（1532）年／岡左：たてこうち、字：上竪小銘・下竪小路

中：享禄5（1532）年／岡左：たうちやう、字：道場・道場門前

第V期

寺院

47

8
人
目4
450

1
2
5
5

住院・学院（大道
寺）

平泉寺（洞痕寺）

霊光院

元種庵（光厳庵）

正善寺

大乗坊

耶：天文20（1552）年住所一軒と会堂一軒～ポ：天文21（1553）年大道寺

の記載あり／風：兵営の中～耶：1555年目院建設一員：ユ556年会堂住院焼

失～日：1556年教会と司祭館建設～B：1587年教会の正面に本［璽寺、学
院・修練院あり　［大道寺他の建造物が同一場所に立地したか不明］

寺：天文20（1552）年創建／近世存在／寺：曹洞宗

寺：永禄年中（1558－70）建立／風：現毛利家の墓地／近世：禅宗～寺古：

永禄11（1568）9・23が初見

注：天正3（1575）年以前光厳庵／注：真雷宗一注：天正3（1575）年建立／

近世存在／近世：曹洞宗

寺風：慶長元（1596）年劇画／現存／近世：真宗

注：久保ノ1・路浄門寺の裏門のうち／注：真日宗～注：慶長19（1614）年に

は廃絶

屋敷

て 原憲軽 羅36：天文24（1555）10・13、弘治3（1557）4・2／同左．立費棚薦所試問
遷三　・：立二費イ朋屡釘揃二椙」、　字　：プ（フコ責
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守護城下山口の形態と構造（山村）

と

な

に
ぬ

ね
の
は

ひ

ふ
へ
ほ
ま
み
む

め

も

杉氏

栗林簿印☆

道場神四郎＊

篠原種秀

張忠・流箱朝＊

伊当治＊

原武信

内海孫右衛門☆

深野又五郎＊

佐藤長阿彌＊

城戸次郎兵衛＊

横屋彌右衛門☆

小泉屋又左衛門☆

長谷川窓休☆

槍屋彌次郎☆

川瀬善五郎＊

根：弘治2（1556）3・2／同左：後河原杉殿館、字：西後河原・東後河原、古

拙：杉仏

油古：永禄7（1564）4・7、（年不詳）4・19／岡左：中市東西面一問・同所爺

二間紅中・立小路油免面五葬之中・今布広町面眼間・ははとの小路油蝉蒲

三問・合物小路、字：中市・竪小路・今市・馬場殿小路・相物小跳

中：永禄7（1564）年／［名前より小字道場又は道場門前か］

閥150：永禄8（1565）2・19／同左：道祖本町・圓政毒町、小字：道祖、Fl

政寺

注説：永禄8（1565）9・8、9・14／同左：大町

中：元亀元（1570）年／岡左：道場のまへ、字：道場盆前・道場

閥36：永禄ユ3（1570）3・2、天正5（1577）5・10／編場殿！1・路之内面拾問入

拾七間　二聯合號松木、馬場殿小路面十間入船問但馬所合、字：馬場殿小

路・松ノ木
閥164：天正12（1584）9・18／同左：晦日市之内屋敷～所鋼鉄【ISI、道場門前

屋敷～所面杖登間、字：道場門前、米屋市［注進案等では晦日市＝米屋町
と考察］

中：天正14（1586）年／古図：深野氏

注古：文禄4（1595）1・19／同左：奥小路、近世：奥小路
犀蜀164：慶長11　（1606）　6。26／同左：［1毎El市・今了｝丁、　字：斗ミ屋了汀・今了li

閥164：慶長11（1606）6・26／同左：大市、宇：大市

閥164：慶長11（1606）6・26／同左：大八、字：大布
注古：慶長6　（1601）　8曾19、　同7　（1602）　5・24、　同11　（1606）　6・26／臼げ屋1識

表拾間、埴輪敷捨二悶、大市之内屋敷戴ケ所、字：大市

注古：（年不詳）11・5／同左：大面に歴敷面武封入三拾堂間、他に屋敷鶴堂

問半入三拾壼闘もあり、字：大市

注古：慶長11（1606）6・26／大市之虫屋敷島ヶ所、字：大市

○麗敷の名称欄の＊は身分不明、☆は商工業者である可能性が高いことを示す。

○①は奉行入として毎朝出仕することを規定される、②は奉行所から毎朝言上披露する御使に任

　命される、③は毎月三度奉行人宅勤にて輪番に会合を開くことを規定される、またはその会合

　のメンバーに指定される、④は夜中路頭往来禁制の夜廻りの責任者に規定されるという内容を

　示す。これらの規定を遵行ずるためには、山口市中に屋敷を有していた可能性力鵯いと判断した。

○屋敷Noすは、複数の屋敷ではあるが、同～の土地内を指すので、一つの数字・マークで示す。

○屋敷欄の後端・（宇野）秋広（名）・端山田・新船小路といった地名の比定は、本文三章2節を
　参照。

○寺院の宗派は同時代史料からは不明なものが多いため、近世の宗派を中世の宗派と同一である

　可能性が高いとみなした。

○略称の史料名及び嵐典は以下の通りである（本隠亡の史料略称に付した数字は刊本の文書番号
　または章節である。本文一章注⑱一⑳⑳⑳と　　：S：：注①に既出の刊本は省略する）。

　注：防長風土注進案、寺：防長寺祉由来、注古：注進案所収古文書、寺古：奪社田荘所収古文

　書、風：山口県風土誌、証：寺社証文（『萩藩閥閲録』4巻）、掟：大内氏掟書、興：氷上山興

　隆寺文省、日：フロイス日本史（『県史』『県史料』）、御：高嶺太神宮御鎮坐伝記（『注進案』

　13、18－22、54頁）、正任記（『県史」）、大：大内義隆記（？県史料』）、根：大内様御家根本記

　（『県史料』）、初編老葉（『貴重古典籍叢刊12宗紙句集凄「押葉（吉川本）」角川書店1977）、

　耶：耶蘇会士日本通信（『県史』）、ポ：ポルトガル外務省所蔵文書、毛：毛利隆元山口滞留日

　記（『県史』）、元：元就甲山口御下向之節饗応次第（ジ県史』）、中：中国九州御祓帳（『県史の、

　閥：萩藩閥閲録、竹：竹履西遊記（上村観光編『五山文学全集　詩文部3」裳華募1908）、近

　世：注進案に記載される近世期の廓内、保存：山口市教育委員会『史跡大内氏遺跡　保存管理

　計画策定報告書」1981、古調：星山口古図』、近世存在：罫吉敷郡山口宰判字訓令村地下図』

　（享保13年作成）他、由口県文書館所蔵の近世絵図に記載あり。

○小字の位澱及び小字名に関しては、山口市教育委員会『山口市内遺跡詳細分布調査』吉敷・湯

　田地区（一九九七）、宮野地区（一九九六）、大内地区（一一九九四）に掲載された「調査成果

　図」を参考とした。旧山口町の小字に関しては、山口市教育委員会文化課の柴田束子氏のご教

　示を得た。
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　　　　　　　　　　　　図1　寺社・屋敷の分布　第1期

＊は本文で言及のある遺跡の位置を示す。

辺
に
は
、
大
内
氏
や
関
連
寺
院
の
所
領
が
広
く
展
開
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
当
該
期
の
集
落
形
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
山
口
盆
地
で
中
世
の
集
落
が
推
定
さ
れ
る
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
⑧
　
　
　
⑨
　
　
　
⑩
　
　
　
⑪

構
・
遺
物
の
確
認
さ
れ
た
赤
妻
・
下
東
・
木
崎
・
屋
敷
・
江
良
・
桜

⑫
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
⑭

畠
・
庵
河
内
・
宮
の
前
遺
跡
、
古
墳
群
の
上
部
に
中
世
の
遺
物
が
確

　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

認
さ
れ
た
糸
米
遺
跡
が
、
耕
作
地
の
広
が
る
低
地
帯
を
の
ぞ
ん
だ
北

部
山
際
の
扇
状
地
に
あ
た
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
図
6
）
。
こ
れ

ら
の
多
く
で
は
、
中
世
以
前
よ
り
水
田
経
営
に
関
連
し
た
集
落
が
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
中
世
集
落
の
立
地
場

所
の
一
つ
と
し
て
、
前
面
に
水
田
を
の
ぞ
む
北
部
山
際
の
微
高
地
上

が
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
山
口
中
心
部
付
近
で
は
、
北
部
山
際
に

寺
社
が
点
在
す
る
（
図
－
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
寺
社
の
点
在

す
る
山
口
の
北
部
山
際
微
高
地
上
に
は
、
水
田
耕
作
に
関
連
す
る
集
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落
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
図
1
か
ら
は
、
石
州
街
道

沿
い
の
ア
ー
工
間
に
寺
社
が
点
在
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
周
囲
に
も

集
落
の
存
在
を
推
測
し
た
い
。

　
一
方
、
山
口
の
近
辺
に
は
、
大
内
氏
を
含
め
た
在
地
土
豪
の
館

（
■
3
、
凸
3
・
4
・
7
・
8
）
が
存
在
し
、
当
該
期
の
山
城
（
凸
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守護城下山口の形態と構造（山村）

凡　例

神社・寺院

神社 大内氏
n建寺院

鎌倉新仏
ｳ系寺院

その他の
實@・教会

存在を同時代資料で確認。位置を同時代史料から確定
ﾂ、または発掘で確認、または近世末期以降まで存在。 ☆ 圏 國
存在を團時代劇麟で確認。位置を後世史料の比定、
ﾜたは小字地名から推定可。 ☆ 圓 國 △
存在を後世史料の比定から推定。位置を近世絵図や
ｻ存地点から確定可。 ☆ 〔［］ 図 △
存在を後世史料の比定から推定。位置を後世史料の
苒閨Aまたは小字名から推定罵。 ☆ □ □ △
屋敷

武士 商工業者 身分不明

同時代史栽から存在が確認でき、位置の確定可 ㊥ ⑳ ⑤

爾時代史料で存在が推定され、後世吏料や小宇地名
ｩら位置を推定可 ○ ① ◎

位置に関しては、建造物や狭い範囲（面積の狭い小字も含む）を基準とした位置表示の場合は
「確定可」とした。後世史料による同様の位置表示の場合は「推定可」とした。これに対し、地

区名、広い面積の小字名、道路名のみによる位謎の詑述の場合は、位置の特定は不可能であり、

数字の隣に？を付した。存在時期に関しては、神社・寺院は特に明記されない以外、創建後も存

在し続けたとみなしたが、鞍敷は、同時代史料に登場する時期をもって、確実に存在していると

みなした。結果、確実に存在したと思われる建造物は、特に第1・∬期は少なく、図表全体の数

十パーセントしかないが、確実さがあいまいなものを加えた全体の分布の傾向に、本文中で同時

代史料を補助的に用いることで、空閾構造の傾陶を把握することは可能であると思われる。また、

基本的に同時代史料に記載のある地名・道路名を用いたが、［　］内は本稿の説明で使用する
ための便宜的な名称である。〔＝］内は、本文中で言及の多い地名・道路名である。実線は、当該

期に機能していたと推定される道筋であり、点線は当該期の存在が推測される道筋である。なお、

明治32年測図の二万分の一地形図をベーースマップに使用した。

内
政
弘
は
文
明
九
（
～
四
七
七
）
年

以
降
、
由
口
に
在
住
す
る
よ
う
に
な

　
十
四
世
紀
中
期
以
降
、
大
内
氏
は

中
央
政
治
と
の
関
係
を
深
め
、
義
弘

期
に
は
七
力
国
の
守
護
職
を
得
る
が
、

応
永
の
乱
に
よ
り
一
時
炎
脚
し
た
。

し
か
し
、
対
州
・
対
朝
鮮
貿
易
を
通

じ
て
経
済
力
を
蓄
え
、
同
時
に
荘
園

的
体
制
を
瓦
解
さ
せ
た
地
頭
・
御
家

人
を
支
配
し
て
分
国
経
営
に
乗
り
出

し
、
徐
々
に
守
護
大
名
と
し
て
強
大

な
権
力
を
握
っ
て
い
く
。
そ
し
て
大

山
日
在
住
ま
で

2

第
韮
期

大
内
政
弘
の

6
）
。 1

・
2
・
5
・
6
）
は
各
在
地
土
豪

の
詰
め
の
城
と
し
て
、
要
害
機
能
を

有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
図
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図2　寺社・屋敷の分布　第H期

る
。　

図
2
か
ら
、
第
－
期
に
比
べ
て
、
当
該
期
に
は
寺
社
の
数
が
増
加
す

る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
の
密
度
は
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、

滝
・
天
花
及
び
古
典
と
い
っ
た
山
際
地
区
に
、
当
該
期
に
な
っ
て
寺
社

の
集
中
が
見
ら
れ
る
。
申
で
も
、
大
内
氏
創
建
の
寺
院
が
多
く
、
創
建

後
の
関
連
も
深
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
國
清
寺
（
■
2
1
）
は
、

「
天
下
泰
平
」
及
び
「
家
門
繁
榮
武
運
長
久
」
の
為
大
内
盛
見
が
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
た
寺
院
で
、
大
内
家
や
被
官
が
代
々
興
行
す
る
べ
き
と
さ
れ
た
。

　
寺
社
は
石
州
街
道
周
辺
に
も
複
数
分
布
す
る
。
ウ
地
点
以
東
で
は
、

1
期
よ
り
存
在
し
た
寺
社
が
石
州
街
道
沿
い
に
立
地
す
る
の
に
対
し
、

ア
ー
ウ
間
で
は
、
石
州
街
道
に
直
接
面
さ
ず
、
そ
の
南
側
に
や
や
離
れ

て
分
布
す
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

3

第
皿
期
　
大
内
義
興
に
よ
る
高
嶺
太
神
宮

勧
請
ま
で

　
応
仁
の
乱
後
山
口
に
在
住
し
始
め
た
大
内
政
弘
は
、
本
格
的
な
都
市

建
設
を
進
め
た
と
さ
れ
る
。
当
該
期
に
発
布
さ
れ
た
『
掟
書
』
に
記
載

さ
れ
る
、
御
家
人
の
役
職
に
関
す
る
記
述
の
多
く
が
、
業
務
内
容
や
出

勤
内
容
等
の
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
内
氏
は
、
行
政
機
構
の
新
設
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図3　寺社・屋敷の分布　第m期

や
既
存
の
職
務
の
明
文
化
を
進
め
、
分
国
内
の
最
高
権
力
と
し
て
よ
り

統
制
力
を
持
つ
組
織
へ
と
行
政
機
関
を
改
変
し
て
い
く
段
階
に
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
大
内
氏
館
の
発
掘
調
査
か
ら
は
、
政
弘
期
に
、
館
の
溝

造
が
溝
と
塀
に
よ
る
一
続
か
ら
、
空
堀
と
築
地
に
よ
る
囲
郭
に
変
化
し
、

館
が
東
へ
拡
大
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
大
規
模
な
館
の
強
化
が
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
年
に
は
、
大
内
義

興
に
よ
り
高
嶺
太
神
宮
の
建
設
と
い
う
一
大
事
業
が
行
わ
れ
る
。

　
図
3
か
ら
は
、
ま
ず
、
滝
・
天
花
及
び
古
熊
に
お
け
る
大
内
氏
関
連

寺
院
の
集
中
が
、
引
き
続
き
見
ら
れ
る
。
特
に
、
大
内
当
主
の
菩
提
寺

で
あ
る
永
興
寺
（
■
7
）
・
継
親
寺
（
■
2
1
）
・
香
積
寺
（
■
2
0
）
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
当
主
の
命
日
に
家
臣
の
出
仕
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

は
、
こ
れ
ら
寺
院
に
対
す
る
大
内
氏
の
保
護
と
家
臣
統
制
の
た
め
の
施

設
と
し
て
の
利
用
が
考
え
ら
れ
、
大
内
氏
に
よ
る
寺
院
の
集
中
配
置
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
竪
小
路
や
石
州
街
道
周
辺
に
も
、
寺
社
が
漸
増

す
る
。
石
州
街
道
沿
い
イ
ー
ウ
間
に
は
、
第
H
期
と
同
様
に
、
石
州
街

道
か
ら
や
や
離
れ
て
寺
社
が
新
設
さ
れ
る
が
、
特
に
石
州
街
道
イ
ー
ウ

の
一
本
南
の
東
西
街
路
周
辺
に
多
い
。

　
屋
敷
の
分
布
を
検
討
す
る
と
、
早
間
田
周
辺
に
複
数
の
武
士
邸
が
集

団
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
大
内
氏
館
周
辺
の
後
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図4　寺社・屋敷の分布　第1V期

河
原
や
、
石
州
街
道
近
辺
に
も
武
士
邸
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
明
確
に
区
画
さ
れ
た
単
一
の
武
家
屋
敷
地
区

の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
山
口
周
辺
を
見
る
と
、
第
皿
期
よ
り
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
凌
雲
寺

（
図
6
■
4
）
に
は
、
惣
門
と
称
さ
れ
る
台
地
上
を
東
西
に
横
切
る
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
石
垣
遺
構
が
存
在
し
て
お
り
、
城
と
同
様
の
軍
事
機
能
を
有
し
て
い

た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
凌
雲
寺
は
大
内
義
興
の
菩
提
寺
で
あ
り
、

大
内
氏
に
よ
る
軍
事
施
設
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。

4

第
V
期
　
陶
氏
の
乱
ま
で

　
第
W
期
は
大
内
義
興
・
義
隆
が
当
主
の
時
代
で
あ
る
。
山
口
に
は
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
比
す
る
ほ
ど
の
文
化
が
栄
え
、
戸
数
は
一
万
戸
と
も
い
わ
れ
、
都
市
山

口
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
天
文
二
十
（
一
五
五
二
）
年
の
陶
氏

の
乱
に
よ
り
、
大
内
氏
が
都
市
領
主
で
あ
る
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

　
第
W
期
の
滝
・
天
花
に
は
、
大
内
氏
関
連
の
寺
社
が
密
集
し
、
依
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

大
内
氏
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
大
内
氏
に
よ
っ
て
高
嶺
太
神
宮
（
★

1
）
周
辺
に
神
社
が
新
設
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
H
・
皿
期
の
滝
へ
の

大
内
氏
関
連
寺
社
の
集
中
傾
向
が
継
続
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
古
怪
に
も
寺
社
が
集
中
す
る
が
、
大
内
氏
関
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図5　寺社・屋敷の分布　第V期

連
寺
院
に
限
定
さ
れ
な
い
。
寺
院
は
、
石
州
街
道
南
側
に
も
集
中
す
る

が
、
特
に
石
州
街
道
の
一
本
南
の
馬
場
殿
小
路
と
、
今
道
へ
至
る
南
北

道
（
イ
ー
オ
）
沿
い
に
増
え
、
宗
派
は
鎌
倉
新
仏
教
系
が
比
較
的
多
い
。

　
屋
敷
は
数
個
し
か
確
認
さ
れ
ず
、
立
地
の
傾
向
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

い
ず
れ
も
石
州
街
道
や
竪
小
路
と
い
っ
た
街
道
周
辺
に
立
地
す
る
。

　
城
は
、
山
口
中
心
部
に
近
接
し
た
山
上
に
見
ら
れ
る
（
図
6
凸
9
・
1
0
・

1
1
）
。
独
立
し
た
挙
状
の
高
地
に
立
地
す
る
も
の
も
あ
る
（
凸
1
0
）
。
こ
れ

ら
の
要
害
は
、
第
V
期
初
期
に
お
け
る
数
度
の
戦
乱
の
中
で
利
用
さ
れ
、

第
V
期
に
は
山
口
防
御
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

5

第
V
期
　
毛
利
氏
の
萩
移
封
ま
で

　
陶
隆
房
の
謀
反
、
弘
治
三
（
二
五
五
六
）
年
に
お
け
る
内
藤
氏
に
よ

る
杉
氏
襲
撃
、
永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
に
お
け
る
大
内
輝
弘
に
よ

る
高
峯
城
攻
撃
と
い
う
三
度
の
兵
火
に
よ
り
、
山
口
は
甚
大
な
損
害
を

被
っ
た
。
し
か
し
、
再
三
の
戦
乱
に
都
市
の
発
達
を
阻
害
さ
れ
た
と
は

言
え
、
急
速
に
復
興
は
進
み
、
都
市
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑳

と
の
指
摘
も
あ
る
。
新
た
な
山
口
の
支
配
者
と
な
っ
た
毛
利
氏
も
町
の

復
興
を
進
め
る
が
、
慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
の
毛
利
氏
の
萩
移
封
以

降
は
萩
藩
に
お
け
る
一
地
方
都
市
に
留
ま
り
、
大
内
時
代
と
は
比
に
な
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　　　　　　表2

大内氏関連の寺社

山口周辺の館・城・大内氏関連寺社の存在時期・位置と比定の根拠

No

1

2

3

4

名称

妙見社

興隆寺

乗幅寺

凌雲寺

　存在が確認または推定される時期／位置比定／寺院の宗派
（～は移転や改宗を、［］内は発掘成果や本稿の推定を示す）

注：大内重村勧請／発掘：妙見蹴上宮盛［調査地点に創建時から存在］～興5：正

平9（1354）1・18初見

注寺：推古天皇御宇創建／発掘：興隆寺跡遺跡、小字：西宝乗坊・東宝乗坊・円

光坊・谷ノ坊／興：天台宗一興1：弘安5（1282）6・23が初見

湿雪：大内重弘開基、風：正和元（1312）年創建／小字：寺下／臨済宗～寺古：建

武3（1336）4・2後醍醐天皇連銀が初見～風：毛利輝元移転／注：正寿院（現存乗

福寺）の地

腫（本多聞）100：文明18（1486）9・4が初見／遺構（石垣・宝薩印塔）あり

城・館

No

1

2

3

4

5
貞
∪

7

8

9

10

11

12

名称

七尾山城

古城ケ岳

良君城

平子氏館跡

白水山城

すいし山城

深野氏館跡

問細氏館跡

城嶺

障子ケ岳

姫山城

長山城

存在が推測される時期と根拠／存在が推測される位置の根拠／

　　　　推測される築城者（［1は本稿の推定）

保存：大内弘世の厚東氏に対する城または弘世以前の城／遺構：石垣・堀切ほか／

注・地：江良氏の居城、風：大内氏の陣営

注：大内のころの城柵／遺物：石垣・犬走り・堀切ほか／中国：山口氏が弘世に滅

ぼされる、注：山口氏の属城、防長：大内弘世築城
注：矢田太郎弘家（大内氏）の居館／発掘：露霜城跡［近世の遺構を多く確認・

遺跡近くの光円寺に弘家の墓と伝承される宝感慨塔］、小字：良即製／注：大内氏

注：仁保家（平子氏）先祖の旧跡、地：堀の内には三浦平子重経屋敷と堀あり・

殿河内には重経下向時の住居あり［平子重経は建久8（1197）年に仁保庄と恒富
保の地頭職に補される］／発掘：土井遺跡［堀を伴う館跡］、地名：土井河内／

注・地：平子氏
防長：平子氏の城［No　4と同時期か］／遺構：堀切／風・防長：仁：燃口（平子氏）

防長：平子氏の城［No　4と同時期か］／遺構：犬走りほか／風・防長：仁保氏（平
子氏）

注・地：平子重綱・重頼・重茂らの館跡［平子氏庶流の深野郷地頭］／遺物：土

師器・須恵器・陶磁器ほか、地名：殿河内／注・地：平子氏

注：問田氏の罷申、防長：問田氏の一一時の城［大内弘盛の弟長膓が問田氏］／注

：問田図

根・中国：弘治3（1557）年普請、新：同年3・10初見／遺物：石垣・平地・井戸ほ

か／根・中国：大友義長～毛利氏四代実録考証：元和元（16玉5）閏6・13破却令

注：大内政弘城番おく一風：弘治3（1557）年大内義長の残党立て籠もる／遺物
（平地・堀切）あり

新：弘治3（1557）3・IO初見／二二孝：頂上に土手など／風：弘治年中内藤隆世の城、

注：宍戸大炊助氏慶の屠城［築城者は不明］

注：天正年間（1573－92）には存在／小字：堀端～注：高峯城と同時期に破却

○城・舘の比定は、同時代史料の記載が少ないため、多くを後世の考証によった。

○略称の史料・考証名及び出典は以下の通りである。下記以外の略称は表1と岡じである。

　地：防長地下上申（山口県地方史学会r防長地下上申』2巻マツノ書店1979）、防長：御薗生
　翁甫・三坂圭治『防長古城趾の研究』マツノ書店1936、中国：中國治｝§し記（『群書類従』21合

　戦部、績群書類従完成會193ユ）、新：新裁軍記所収文書（田村哲夫校訂『新裁軍記』マツノ書
　店　（復亥11版）　1993）。

○遺構・遮物は、『山口市埋蔵文化財地図』（由口霧教育委員会、1996）や、発掘報告書（山口県

　教育委員会『良鱈城跡』1992、同『土井遺跡」ユ990、山口市教育委員会r大内氏関連遺跡分布

　調査』ユ987、同『興隆寺跡遺跡』1990）を参考とした。平子氏黒黒、深野氏館跡に関しては、

　服部英雄「中世荘園と館」（『日本城郭大系』別巻「城郭研究入門」1981所収、のち「周防国仁

　保庄の荘園地名」『景観にさぐる中世」新入物往来祉1995に再録）が参考になった。
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　　　　　　　　　図6　山口周辺の館・城・大内氏関連寺社の分布

＊は本文で言及のある遺跡の位置を示す。［コは図1～5の範囲である。

ら
な
い
程
衰
退
し
た
と
さ
れ
る
。

　
図
5
か
ら
は
、
石
州
街
道
周
辺
の
屋
敷
の
密
集
を
見
て
と
れ
る
。

特
に
第
W
期
ま
で
諸
施
設
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
、
石
州

街
道
沿
い
の
ア
ー
ウ
間
に
、
武
士
や
商
工
業
者
の
屋
敷
が
混
在
し
つ

つ
立
地
す
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
寺
社
の
立
地
傾
向
に
大
き
な
変

化
は
な
く
、
第
W
期
同
様
に
鎌
倉
新
仏
教
系
寺
院
が
多
い
。

　
一
方
で
、
第
W
期
ま
で
大
内
氏
関
連
寺
社
が
集
中
し
た
滝
の
高
嶺

太
神
宮
（
★
1
）
門
前
、
観
音
寺
（
■
2
2
）
門
前
に
は
、
田
畠
が
見

　
　
⑳

ら
れ
る
。
山
際
に
寺
社
の
集
中
す
る
古
京
の
廣
煙
寺
（
■
2
5
）
門
前
、

永
興
寺
（
■
7
）
前
、
北
野
天
神
（
☆
c
）
前
に
も
田
畠
が
確
認
で

　
⑳
き
る
。
こ
う
い
つ
た
周
縁
部
の
滝
・
古
熊
は
、
諸
施
設
の
集
中
す
る

石
州
街
道
周
辺
と
は
対
照
的
な
農
村
的
要
素
の
混
在
す
る
景
観
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
①
比
定
に
関
し
て
は
、
一
章
注
⑳
を
中
心
に
、
一
章
注
⑱
～
⑳
や
『
山
口
県
風
土

　
　
誌
』
七
（
近
藤
清
石
編
三
坂
圭
治
監
修
、
歴
史
図
書
社
　
．
九
七
二
）
と
い
っ
た
後

　
　
世
史
料
も
、
同
時
代
史
料
を
補
足
す
る
二
次
史
料
と
し
て
利
用
し
た
。

　
②
大
内
氏
が
在
庁
官
人
か
ら
守
護
へ
と
勢
力
を
拡
大
さ
せ
る
過
程
・
基
盤
・
社
会

　
　
背
景
や
分
国
支
配
体
制
に
関
し
て
は
、
松
岡
久
人
「
大
内
氏
の
発
展
と
そ
の
領
国

　
　
支
配
」
（
魚
澄
惣
五
郎
編
『
大
名
領
国
と
城
下
町
』
柳
原
書
店
一
九
五
七
）
に
詳

　
　
し
い
。

　
③
　
山
口
移
転
以
前
の
大
内
氏
の
館
は
、
『
注
進
案
』
の
考
証
や
土
塁
の
残
存
か
ら
、
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大
内
御
子
地
区
の
乗
福
寺
（
図
6
國
3
）
周
辺
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
（
一

　
章
注
⑯
一
八
工
、
一
八
九
頁
）
。

④
大
内
氏
の
館
移
転
時
期
に
関
し
て
は
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
が
、
本
稿
で
は
便

　
宜
的
に
門
山
口
古
図
」
に
記
さ
れ
る
延
文
五
（
一
三
六
〇
）
年
頃
と
し
た
。

⑤
明
徳
二
（
；
　
九
　
）
年
二
月
「
祐
遅
祐
立
山
別
書
買
得
知
行
分
」
『
興
漏
十

　
八
に
法
花
堂
諸
所
と
し
て
「
宇
野
秋
弘
」
と
あ
る
。
三
章
で
後
述
す
る
が
、
宇
野

　
秋
弘
名
は
現
在
の
早
間
田
周
辺
に
比
定
で
き
る
。

⑥
観
応
三
（
「
三
五
二
）
年
八
月
十
九
日
の
大
内
弘
世
の
寄
進
状
に
、
物
讃
井
原
」

　
と
あ
る
（
『
注
進
案
』
十
二
、
　
四
九
頁
）
。

⑦
赤
妻
遺
跡
は
、
古
代
吉
敷
郡
衙
の
候
補
地
と
し
て
有
力
視
さ
れ
、
弥
生
時
代
前

　
期
か
ら
中
世
ま
で
大
規
模
な
集
落
が
存
在
す
る
（
山
口
県
教
育
委
員
会
『
赤
妻
遺

　
跡
駄
　
一
九
九
〇
、
『
赤
妻
遺
跡
H
駄
　
一
九
九
三
）
。

⑧
山
口
県
教
育
委
員
会
『
下
東
遺
跡
・
荻
蛙
遺
跡
』
～
九
七
五
、
山
口
市
教
育
委

　
員
会
『
下
東
遺
跡
』
一
九
九
〇
、
『
下
東
遺
跡
狂
』
　
一
九
九
二
。

⑨
山
口
県
教
育
委
員
会
『
朝
田
墳
墓
群
－
付
木
崎
遺
跡
隔
一
九
七
六
。

⑩
山
口
県
教
育
委
員
会
『
屋
敷
遺
跡
駈
一
九
九
〇
。

⑪
山
口
市
教
育
委
員
会
『
初
瀬
遺
跡
』
付
書
入
江
良
遺
跡
、
一
九
九
四
。

⑫
山
口
県
教
育
委
員
会
『
桜
畠
遺
跡
』
｝
九
九
～
。

⑬
山
口
県
教
育
委
員
会
魍
庵
河
内
遺
跡
・
上
の
山
古
墳
群
輪
一
九
九
四
。

⑭
山
口
市
教
育
委
員
会
『
宮
の
前
遺
跡
』
一
九
九
五
。

⑮
山
口
県
教
育
委
員
会
『
朝
田
墳
墓
群
W
糸
米
遺
跡
』
一
九
七
九
、
明
し
ら
い
し

　
古
墳
群
翫
一
九
八
○
。

⑯
　
湯
田
条
里
跡
（
図
6
）
の
発
掘
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
以
降
、
扇
状
地
丘
陵
部

　
よ
り
南
方
の
低
地
に
は
集
落
が
形
成
さ
れ
ず
、
耕
作
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
推

　
定
さ
れ
て
い
る
（
山
口
市
教
育
委
員
会
『
湯
田
条
里
跡
』
　
一
九
九
～
、
三
四
頁
）
。

⑰
中
世
に
お
け
る
呼
称
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
以
下
門
石
州
街
道
」
と

　
仮
称
す
る
。
同
様
に
、
「
防
府
街
道
」
も
本
稿
に
お
け
る
仮
称
で
あ
る
。

⑱
応
永
十
…
（
一
四
〇
四
）
年
二
月
十
一
日
「
防
州
香
山
國
清
禅
寺
」
町
注
進
案
輪

　
十
一
二
、
　
一
三
〇
頁
。

⑲
山
口
宙
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
館
跡
粗
大
算
氏
関
連
町
並
遺
跡
1
』
一
九
九
一
、

　
八
五
頁
、
『
大
内
氏
三
跡
朕
抽
一
九
九
二
、
五
三
1
五
四
頁
、
　
章
注
⑯
、
一
九

　
〇
一
一
九
二
頁
。
大
内
氏
館
の
発
掘
成
果
に
関
し
て
は
、
山
口
市
教
育
委
員
会
文

　
化
諜
の
古
賀
信
幸
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑳
文
明
十
八
（
一
四
八
六
）
年
九
月
四
B
「
御
代
々
年
忌
々
日
事
」
『
掟
書
㎞
一

　
〇
〇
。

⑳
山
口
市
教
育
委
員
会
『
大
内
氏
遺
跡
綱
査
資
料
』
一
九
六
〇
、
七
～
…
七
五
頁
。

⑫
　
～
五
五
　
年
七
月
「
聖
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
・
ザ
ベ
リ
オ
書
翰
記
」
第
八
四
号

　
（
『
県
史
料
臨
三
七
一
頁
）
。

㊧
　
法
泉
寺
（
幽
2
3
）
や
求
擁
持
堂
（
隣
3
9
）
、
観
音
寺
（
闘
2
2
）
、
保
寿
寺
（
團

　
2
4
）
は
、
大
内
義
隆
が
建
立
あ
る
い
は
、
頻
繁
に
利
用
し
た
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
、

　
陶
氏
の
攻
撃
に
対
し
、
義
隆
が
立
て
籠
も
っ
た
の
も
法
泉
寺
で
あ
っ
た
。

⑳
　
黒
点
⑫
一
Ω
　
丁
一
〇
八
頁
。

⑮
　
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
十
二
月
二
十
一
日
「
防
州
吉
敷
郡
宮
野
庄
御
検
地

　
コ
コ
ド
ん

　
陀
錦
之
事
扁
凹
注
進
案
抽
十
三
、
二
十
八
頁
、
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
五
月
十

　
ゑ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
に
ス

　
九
日
「
防
州
吉
敷
郡
字
野
立
之
内
貯
羽
之
事
」
『
注
進
案
』
十
三
、
二
十
九
頁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

寒
雨
五
（
一
六
δ
）
年
九
月
九
日
「
防
蝕
・
敷
郡
宇
野
令
之
内
灘
之
護

　
凹
注
進
案
隔
十
三
、
三
〇
頁
。

⑳
　
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
十
工
月
九
日
「
廣
澤
寺
山
野
井
門
前
小
寺
六
ヶ
所

　
催
横
道
隈
」
『
注
進
案
』
十
三
、
　
一
九
六
頁
、
慶
長
一
二
（
～
五
九
入
）
年
九
月
十

　
一
一
日
「
坪
付
扁
『
注
進
案
』
十
三
、
㎝
九
四
頁
。
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三
　
町
空
聞
と
武
士
居
住
地
の
形
態
と
変
遷

1

町
場
と
街
路
パ
タ
ー
ン
の
変
遷

　
（
1
）
　
文
轡
史
料
か
ら
み
た
町
場
の
発
達

　
こ
こ
で
は
、
山
口
及
び
そ
の
周
辺
の
町
場
に
関
す
る
史
料
を
整
理
す
る
。
ま
ず
、
現
山
口
市
街
地
付
近
に
お
い
て
、
同
時
代
史
料
か
ら
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
確
認
で
き
る
地
名
・
道
路
名
を
整
理
し
、
旧
山
ロ
町
に
お
け
る
明
治
二
十
年
の
地
籍
図
記
載
の
小
字
地
名
や
、
近
世
絵
図
に
記
載
の
あ
る
地

名
を
対
応
さ
せ
（
表
3
）
、
推
定
さ
れ
る
位
置
を
示
し
た
（
図
7
）
。
以
下
こ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
。

　
第
－
期
の
商
工
業
空
間
と
し
て
、
山
口
盆
地
周
辺
で
確
認
で
き
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
大
内
氏
の
本
拠
地
大
内
（
図
6
）
に
存
在
し
た
と
思

　
　
　
　
　
②

わ
れ
る
大
内
市
で
あ
る
。
大
内
市
は
、
周
防
国
府
富
市
の
有
力
商
人
で
あ
る
兄
部
面
が
、
棚
物
商
売
の
長
職
と
し
て
支
配
す
る
市
で
あ
り
、
周

防
国
府
を
中
心
と
す
る
相
物
商
売
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
大
内
市
の
位
置
は
、
第
H
期
に
町
屋

　
　
③

が
立
つ
興
隆
寺
（
図
6
團
2
）
門
前
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
第
－
期
の
応
永
二
十
七
（
一
四
二
〇
）
年
の
山
口
に
は
、
既
に
「
市
町
」
が
存
在
し
た
。
長
禄
三
（
【
四
五
九
）
年
に
は
、
分
国
中
の
人
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

対
し
、
「
大
路
」
の
夜
問
往
来
の
禁
止
を
含
め
、
治
安
維
持
や
他
国
者
の
警
戒
な
ど
を
内
容
と
す
る
禁
制
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
門
大
路
」
の
所

在
地
は
特
記
さ
れ
な
い
が
、
分
国
中
の
い
わ
ば
首
都
で
あ
る
山
ロ
に
お
い
て
「
大
路
」
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
「
小
路
」
の
表
現
が
当
初
は
石
州
街
道
に
対
す
る
横
町
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
山
口
の
「
大
路
」
は
石
州
街
道
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
石
州
街
道
は
、
他
国
人
の
往
来
も
多
く
、
周
防
一
国
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
域
交
通
路
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、
そ
の
周
園
に
「
市
町
」
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
第
皿
期
初
め
の
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
に
は
、
「
宇
野
令
後
田
新
田
小
路
（
図
7
・
い
）
西
之
通
」
と
あ
り
、
「
小
路
」
の
存
在
が
確
認
で
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表3　岡時代史料において存在が確認できるIAIil口中心部の地名・道路名

位置 名称
初期史料名：年月旧／｛言己載内容

i［］内は本稿の推竃を示す）
小字名、近世地名、

@　本稿の比定

（H周辺） 穿：野秋弘（名） 興1．8　：　「三月当鉦2（1391）2／興隆食尋力｛∫．て㌘．iタ 比定：字刷．昌1田付近

u 後河房〔 注古「遊福寺敷地同ミ斜荻尊注文」：嘉古3（M43）
W・17／応永16（MO9）2・27の魯福券の院内四四

字：東後河彦三：ζ、妻姫．後

ﾍ原
聖！、 薪立小路 興1．03　：文明1．6（1484）7。20／博ヨ：堅チ令手髪＝1灘碧テ5斐ニノ」、昼各1噺

V通の田2段を羅敷地として1…l／l請
比定：小字新町を通
體?北路

MO　・ろ 森小路 興109：延徳2（1490）11．・4／杉重清の拘分2段半30歩
�ﾀ富弘員が騰敷地として申請

近世＝森小路、字：
X

Tt　・は 竪少路 掟146：延徳4（1492）6／築山築地上に祇園会の兇物
lあり　［築地の朝する竪小路も存在］、御：永正
ﾊ7（1520）潤6／紙憾1会巡行のルー】・

字：上竪小路、下竪
ｬ路、地名：竪小路

H 端山田（村）・

ﾍやまた
興1．M：明応5（1．496）3・4／端山田の杉新左衛i．1【1尉の

譓兜ﾀを杉弘依が歴地として申請
字：早問田

Om 大田」’ 御＝永正17（1520）潤6／舐1墓i1会巡行のルート 比定＝字大市・中
s・米醗町の辺り

Im 今・道 御：永正17（1520）潤6／瓢園会巡行のルート 字．：今道

K・に 難・」・路晦’ 御＝永正17（1520）潤6／黙小路町の常喜院導内に木
ｯを構える

字：久保小路

Ik　・ほ 今少路 御：永正17（1520）潤6／今少路殿御庭の喜船大明神 字：今ソ」・路

Dj 避場 中：享禄5（1532）年／山1コたうちやうの七郎左衛門

a
ぢ三：：道場

Tu 立莞・立實棚 毛：天文7（1538）6・7／立売のすみの二階で舐園祭
�｢物

字：太刀売

W わにし 毛：天文7（1538）6・28／わにしに火事あり 字：宝石

B・へ 馬場殿小路 学皇三生　　「隠1，醒｝寺冴ミ1．1．1｛寸’ユ之」　：　ヲξ＝文こ1．9（1551）4・5／li」に】

s中馬場殿小路荒神党
字：馬場殿小路

（A・と） 一物小路 閥63：弘治3G557）小8／1．．1．llコ御城櫓として信常太

Y兵衛尉に魚物小路を預遺わす
注：相物小路と比宛

N 中市 注古：永禄7Q564）4・7／栗構琴印の冷える崖敷が
¥了1丁東西にあり

字＝中市

Ii 今・市 注古：永禄7（1564）4・7／栗林蒜痺ljの闘える翼翼が
｡・市脳町にあり

字1今市

DS 道祖本町 閥150：永禄8（1565）2・19／篠原種秀の拘える崖敷
?り

字＝道樽町

E 聾ll政寺町 閥玉．50：永禄8（1．565）2・19／篠原種秀の拘える刷敗

?り
字：円政専

Ma 松木 閥36：永禄13（1570）3・2／山口堀場殿小路之内の蝋
瑞M履歴鋪二所合わせて松木と号する

字：松ノ木

Dn 堂前・堂前辻 紙＝天正11（1583）6／紙園会伽～底僻を分担す馴il∫入
ｪ堂前に1爵住

字＝鴬ノ前

Mi 晦日市
閥164：天正12（1584）9・18／山口晦日市之内の騰敷一所の地二等免除

濾：米歴町と比定

Dm 道場門前 閥1．64：天正12（1584）9・1．8／道場門前騰敷一所の地

ｿ等免除
字：道場1．1匡」前

A・と 合・物小路 注古：（天正19（159D？）4・19／合物小路の町崖敷
ﾌ地料を栗林白蜜に宛遣す

字：相物小路

ち 奥小路 淀古：文禄4（1595）1・19／龍福寺寺領分の奥小路の
ｩを町崖敷

近世：奥小路

S 新町 注古r新町瞥之畠」：文禄5（1．596）工・20／はやまた
ﾌ土地を新町と替えて善福寺に渡す

字＝新町

Oi 大市 1褐164　・油三註f　：膿ξ長11（1606）6・26／番黄贋圭　・ノ」、泉崖　・

?瀬善五郎らに闇市の屋敷知行を認める
字1大法

○アルファベット・ひらがなは図7に対応する。
○祇はIJI口概圃会毎壬拝韻勤人数之那（『県史」）の略称である。その他の略称は、炎ユと同じ。表層
　の比定の詳細な根拠は、本文三章2節を参照。
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守護城下山口の形態と構造（山村）

　
⑦
き
る
。
こ
の
表
現
か
ら
は
、
同
時
期
近
く
に
小
路
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
ま
た
図
7
か
ら
、
第
H
期
に
確
認
で
き
る
小
路

（
い
・
ろ
・
は
）
の
い
ず
れ
も
が
、
石
州
街
道
に
交
差
す
る
街
路
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
第
W
期
以
降
に
な
る
と
、
竪
小
路
（
は
）
と

交
差
す
る
が
石
州
街
道
と
は
交
差
し
な
い
小
路
（
に
・
へ
）
も
確
認
で
き
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
「
小
路
」
が
当
初
は
石
州

街
道
と
通
じ
る
街
路
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、
徐
々
に
既
存
の
「
小
路
」
か
ら
、
新
た
に
「
小
路
」
が
派
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
が
推
測

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
第
穣
期
の
文
明
十
七
（
一
四
八
五
）
年
に
は
、
「
町
」
か
ら
大
内
氏
館
へ
の
魚
の
進
納
業
務
が
役
人
で
あ
る
蟄
役
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
「
町
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
魚
を
扱
う
商
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
市
町
」
や
「
店
屋
」
に
和
物
が
出
ま
わ
る
事
態
も
あ
っ
た
。
「
十
月
会
町
」
と
い
う
町
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

存
在
し
、
「
ま
ち
の
う
り
か
ひ
」
の
公
正
性
を
保
つ
た
め
の
法
度
が
発
布
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
石
州
街
道
で
は
、
第
H
期
と
同
様
に
他
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

人
や
遍
歴
す
る
芸
能
民
、
巡
礼
者
の
頻
繁
な
往
来
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
宿
泊
す
る
こ
と
も
あ
り
、
「
大
道
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
山
口
は
「
市
町
」
と
常
設
店
舗
を
備
え
た
「
店
屋
」
が
併
存
し
て
商
工
業
機
能
を
有
す
る
段
階
に
あ
り
、
「
町
」
と
称
さ
れ

る
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
石
州
街
道
の
交
通
機
能
も
高
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
石
州
街
道
沿
い
以
外
に
町
場
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
徳
辺
（
｝
四
九
二
）
年
に
、
竪
小
路
（
は
）
に
面
す
る
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

山
築
地
（
☆
2
付
近
）
上
か
ら
祇
園
会
を
児
物
す
る
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
竪
小
路
が
祇
園
会
の
巡
行
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
、
こ
こ
に
、
人
々
が
集
ま
る
町
的
な
空
間
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
に
、
祇
園
社
は
「
竪
小
路
上
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ら
高
嶺
太
神
宮
の
敷
地
内
へ
移
転
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
蜘
と
し
て
祇
園
社
近
く
ま
で
「
在
家
」
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

則
ち
、
第
蟹
期
か
ら
第
W
期
に
か
け
て
、
竪
小
路
沿
い
に
町
場
空
間
が
拡
大
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
第
N
期
の
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
年
以
降
、
祇
園
会
の
巡
行
が
、
竪
小
路
（
は
）
を
南
行
し
、
ウ
地
点
で
石
州
街
道
を
西
行
し
大
町
（
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

m
）
を
通
っ
て
、
イ
地
点
で
南
に
折
れ
今
道
（
I
m
）
の
御
旅
所
（
☆
3
）
へ
向
か
う
と
い
う
ル
ー
ト
を
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
大
町
が

鉾
を
三
台
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
京
都
に
お
い
て
は
、
祇
園
社
の
祭
祀
圏
は
富
裕
な
都
市
住
民
の
集
住
地
域
で
あ
り
、

25　（339）



ま‘

ぞ
へ
、

N

9
・

Z
．
Z＼
Z諺

．－trt z

z
敵　　　　’

c＄　““r（

　ク
野
．グ

グ・ク

翁
ノ

Jv）tN

　　ww／rwZ／i
羨　　　；）NN　　舅

z

z

kxx　朔

　　　　　　SNYA－z

　　　　　・1ww　　　Kv一

に　　璽　　it

雰

　
．
　
4

．
欝
易

薬

超
，
ゼ

一

〃
． ’）1－LN

1（b

rh：

e
e

e

飛
脚z
響

ワ’f

9
・

懲懲趣
　　StN　／7

　　　　　z　　　　KS＄：

Kx．．　？

　XZ｝Kx．

　　　x

グ

　　　eJzr：
sc：aPss［tz－hWfile

　　　　o
　　　　　　　　e
　　　　　’．」一一L一．v：

轡“

畿蕊

取
ク
ー
宮

，

　
　
幡
転
・
．

．
★　
　
八
，
グ
紙
ノ
“

O

鼠
呂
。
⑳
今

O

。
、

恥
．
。
・

O
口

N
％

．
Z

，
．
　
㎝

　
O

灘．．．

D
”
〃
ノ
？
燃
．

、
4
．　
　
　
〃

・
　
4、
1
遜
z

P

ノ

窓

　　　　7
euvN　WIe

：今八幡宮参道

　　グ

0灘灘
　　　’VN　7

O
O
O

一譲

z
訴

躁

蝕■
　き　　’臥
ロ　　　　　　　　　コお

。　　　　～

“L“”

v残

部の地割パターン

示す。同時代史料に記載のある名称と同一もしくは類似の、明治期の小字地名や近世・現在の道路名

あげた第1期から第V期に存在が推定される寺社のうち、現存しており、立地した地割まで特定でき

後世史料で存在が推定される場合を、「存在を推定できる」とした。また、？は地籍図未見の小字、
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守護城下山口の形態と構造（山村）

凡例

一，r・一■一， 小字界

筆界

一「「 道路

a型地割
・：・1・：・1＝：＝＝：：：：1＝：；：：1：1：：：

ｳ
1
鎌
　
。
O
P
。
。
。
。
。
。
・
。
’

b型地割

B型地割

d型地割

★ 存在した可能性が高い神社

■ 存在した可能性が高い寺院

■ 存在を推定できる寺院

神社＝1今八幡宮2築山社3祇園社御旅所4荒神堂

寺院＝1龍福寺2満福寺3浄門寺4端坊5常蓮寺

6正福寺7正善寺8平蓮寺9善福寺10本國寺

11長寿寺
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アルファベット・ひらがなは表3と対応し、同時代史料から中世に存在が確認される地名・道路名を

は、中世の地名の範囲や道路名と一致する可能性が高いと判断し、その位置を示した。また、表1に

る寺社を図中に記した。同時代史料で存在が確認できるものを、「存在した可能性が高い」とした。

もしくは明治20年段階で既に公有地・官有地とされ、それ以前の地割が不明な部分である。
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⑮

戦
国
期
に
は
紙
國
会
の
山
鉾
を
出
す
地
域
に
は
都
市
住
民
の
地
縁
的
共
同
体
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
、
山
口
紙
園

会
で
鉾
を
出
す
大
町
に
も
、
町
共
同
体
が
成
立
し
、
山
口
の
他
の
地
域
よ
り
大
き
な
商
工
業
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
山

口
祇
園
会
の
巡
行
路
で
あ
る
竪
小
路
（
は
）
と
御
旅
所
へ
南
行
ず
る
イ
ー
オ
の
街
路
沿
い
に
も
、
当
該
期
ま
で
に
町
屋
が
存
在
す
る
よ
う
に
な

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
前
述
の
よ
う
に
竪
小
路
上
に
あ
っ
た
祇
園
社
旧
地
の
周
囲
に
は
、
多
く
の
在
家
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
天
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

七
（
～
五
三
八
）
年
に
は
築
山
周
辺
に
町
屋
が
約
百
軒
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
竪
小
路
沿
い
の
町
空
間
の
拡
大
と
集
住
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
で
、
当
該
期
に
は
、
「
小
路
町
」
が
初
見
さ
れ
る
（
表
3
・
K
）
が
、
「
小
路
晦
」
に
お
け
る
商
工
業
機
能
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
第
W
期
に
は
、
指
物
師
や
鍛
冶
屋
と
い
っ
た
職
人
の
存
在
が
記
さ
れ
る
。
竪
小
路
と
石
州
街
道
の
交
差
点
（
ウ
）
南
の
立
費
（
T
u
）
は
、

　
　
　
⑱

「
立
費
棚
」
と
も
表
現
さ
れ
、
常
設
店
舗
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
文
二
十
三
（
一
五
五
五
）
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
達
は
、
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

月
頃
、
六
度
「
市
」
が
開
か
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
第
V
期
以
降
大
町
の
部
分
（
イ
ー
ウ
間
）
が
、
高
市
（
O
i
）
・
中
市

（
N
）
・
晦
日
市
（
M
i
）
と
表
現
さ
れ
、
晦
日
市
の
南
に
隣
接
す
る
地
域
も
今
市
（
1
↓
と
「
市
」
の
つ
く
名
で
称
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し

た
い
。
こ
こ
か
ら
、
町
空
間
の
中
心
地
域
で
あ
る
大
町
周
辺
が
、
複
数
の
市
に
分
割
さ
れ
て
呼
称
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
前
述
の
五
・
六
度

開
催
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
市
」
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
市
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

　
第
V
期
に
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
市
・
中
市
・
晦
日
市
を
申
心
に
し
た
石
州
街
道
や
竪
小
路
沿
い
に
商
人
や
武
士
が
密
集
し
て
屋

地
を
有
し
て
い
た
。
中
に
は
、
～
人
で
市
街
地
に
複
数
の
屋
敷
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
に
関
し
て
は
、
毛
利
氏
の
屋
敷
地
安

堵
状
よ
り
、
各
屋
敷
の
旦
ハ
体
的
な
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
市
（
O
i
）
・
中
市
（
N
）
・
晦
日
市
（
M
i
）
・
今
市
（
I
i
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

竪
小
路
（
T
t
）
・
立
費
（
T
u
）
と
い
っ
た
地
域
に
は
、
激
震
間
、
面
二
間
の
屋
敷
を
数
カ
所
確
認
で
き
、
大
有
に
は
、
間
口
に
対
し
奥
行
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
非
常
に
長
い
、
図
7
の
地
割
の
形
状
と
類
似
す
る
短
冊
形
地
割
の
屋
敷
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
道
場
門
前
（
D
m
）
に
は
面
十
一
間
、
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
殿
小
路
（
B
）
に
は
、
面
十
間
入
十
七
間
や
面
立
問
入
廿
間
の
、
間
口
が
広
く
面
積
の
大
き
い
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
、
馬
場
殿
小
路
の
面
十
間
入
廿
間
の
屋
敷
地
は
、
大
内
氏
創
建
の
乗
福
寺
領
を
原
久
左
衛
門
が
拝
領
し
た
も
の
で
、
大
内
氏
の
保
護
が
な
く
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⑳

な
っ
た
乗
福
寺
が
山
口
市
街
に
所
持
し
て
い
た
寺
領
を
手
放
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
、
イ
ー
ウ
周
縁
の
道
場
門
前
（
D
m
）
や
円
政
寺
町

　
　
　
　
　
⑳

（
E
）
、
奥
小
路
（
ち
）
で
は
、
屋
敷
の
後
に
畠
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
第
V
期
の
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
に
は
、
祇
園
会
に
際
し
、
山
ロ
の
町
屋
敷
を
九
組
に
分
け
、
準
備
、
負
握
を
分
担
し
て
お
り
、
商
工

業
者
の
地
縁
的
結
合
の
様
子
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
壼
役
や
室
役
、
細
工
番
役
等
様
々
な
課
税
が
毛
利
氏
に
よ
っ
て
町
人
に
課
さ
れ
、

一
部
の
商
人
に
対
し
課
役
免
除
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た
り
、
町
人
や
武
士
に
対
す
る
屋
敷
地
の
安
堵
権
力
が
毛
利
氏
に
一
元
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
つ
た
こ
と
か
ら
、
町
場
の
発
展
と
同
時
に
、
土
地
所
有
や
商
工
業
面
に
お
い
て
毛
利
氏
の
都
市
民
支
配
が
徹
底
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

守護城下山口の形態と構造（山村）

　
（
2
）
　
地
割
の
形
態
分
析

　
山
口
に
お
い
て
は
近
世
城
下
町
化
と
い
う
大
規
模
な
空
問
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
山
口
市
街
の
大
幕
・
中
市
・
晦
日
市
に
お
け

る
、
近
世
申
期
の
地
割
復
原
の
研
究
か
ら
は
、
岡
地
の
聞
口
が
狭
く
奥
行
き
の
長
い
地
割
形
態
が
中
世
に
遡
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

大
内
時
代
の
地
割
を
あ
る
程
度
踏
襲
し
て
近
世
の
町
が
展
開
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
地
籍
図
の
地
割
が
完
全
に
中
世
ま
で
遡
及
し

う
る
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
前
述
の
文
書
史
料
の
検
討
結
果
と
統
合
し
て
論
じ
る
予
察
と
し
て
、
地
割
形
態
の
類
型
化
か
ら
指
摘
で
き

る
こ
と
を
整
理
す
る
。

　
図
7
の
短
冊
形
地
割
の
形
態
は
a
か
ら
d
の
四
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
a
型
は
、
奥
行
き
の
長
い
短
冊
形
地
割
が
連
続
す
る
タ
イ
プ
で
、

ほ
ぼ
一
つ
の
小
字
の
範
囲
に
広
が
る
。
b
型
は
、
間
口
が
狭
く
奥
行
き
も
短
い
数
個
の
地
割
が
、
小
路
を
軸
と
し
た
両
側
町
の
形
態
を
な
し
て

小
さ
く
ま
と
ま
る
。
こ
こ
に
は
、
「
小
路
」
の
語
が
含
ま
れ
る
小
字
が
多
い
。
c
型
は
、
a
型
に
比
べ
て
奥
行
き
が
短
い
短
冊
形
地
割
が
連
続

す
る
も
の
で
あ
る
。
d
型
は
、
奥
行
き
が
揃
っ
た
地
割
で
、
地
割
の
奥
が
小
字
界
ま
で
達
す
る
場
合
が
多
く
、
字
界
線
が
直
線
的
で
あ
る
。

　
こ
の
地
割
分
類
か
ら
、
特
に
以
下
の
二
点
の
現
象
が
考
え
ら
れ
る
。
①
a
型
地
割
は
ア
ー
ウ
問
を
中
心
に
し
て
石
州
街
道
沿
い
に
連
続
し
て
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広
が
り
、
b
型
地
割
は
そ
の
裏
に
間
を
埋
め
る
よ
う
に
狭
い
面
積
で
展
開
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
地
割
の
形
状
か
ら
、
明
ら
か
に
b
型
地
割

の
形
成
時
期
は
a
型
地
割
の
形
成
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
②
戦
国
期
に
お
け
る
土
佐
国
岡
豊
城
下
、
安
芸
城
下
な
ど
の
市
町
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

長
宗
我
部
氏
に
よ
り
新
し
く
計
画
的
に
町
立
て
さ
れ
た
部
分
が
、
奥
行
き
・
面
積
の
揃
っ
た
画
｝
的
な
屋
敷
地
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起

す
る
と
、
d
型
地
髪
は
、
あ
る
時
期
に
既
存
の
町
形
態
に
統
制
が
な
さ
れ
た
、
ま
た
は
計
画
性
を
も
っ
て
新
設
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
3
）
　
町
場
形
態
の
変
遷

　
以
上
の
分
析
を
併
せ
て
、
現
山
口
市
街
地
の
空
間
形
態
の
変
遷
過
程
と
町
の
発
達
過
程
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。
文
書
史
料
か
ら
山
口
に
町

屋
や
町
場
の
存
在
を
確
認
で
き
る
の
は
、
第
H
期
以
降
で
、
第
豆
期
に
は
石
州
街
道
沿
い
に
「
市
町
」
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、

「
小
路
」
や
「
小
路
町
」
の
初
見
が
、
第
法
花
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
撃
発
で
は
b
型
に
相
当
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
述
の
①
よ
り
、

a
型
地
割
の
展
開
す
る
石
州
街
道
沿
い
ア
ー
ウ
間
が
、
第
－
期
の
「
市
町
」
空
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
第
頂
期
に
は
「
市
町
」
は
、
徐
々
に
「
町
」
と
し
て
商
業
機
能
を
充
実
さ
せ
る
が
、
空
間
的
に
は
町
空
聞
内
部
の
凋
密
化
と
同
時
に
、
石
州

街
道
沿
い
へ
の
町
場
の
拡
大
と
い
っ
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。
こ
う
い
つ
た
中
で
、
「
小
路
」
が
開
設
さ
れ
た
と
推
定
し
た
い
。
初
期
の
「
小

路
」
は
、
石
州
街
道
に
交
差
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
小
路
は
石
州
街
道
沿
い
に
展
開
す
る
町
空
間
裏
の
空
閑
地
や
田
畑
へ
通

り
抜
け
る
た
め
の
通
路
、
も
し
く
は
そ
う
い
っ
た
土
地
を
利
用
す
る
た
め
の
道
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
前
章
で
述
べ
た

よ
う
に
、
ア
ー
ウ
問
の
周
辺
に
は
第
∬
期
以
降
、
石
州
街
道
に
面
さ
ず
南
に
離
れ
て
寺
社
が
立
地
す
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
、

小
路
で
石
州
街
道
と
結
ば
れ
た
隠
裏
に
は
、
第
丑
期
以
降
、
寺
社
が
設
置
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
善
院
は
特
に
第

W
期
以
降
、
鎌
倉
新
仏
訳
業
の
宗
派
が
多
く
、
石
州
街
道
沿
い
の
住
民
に
と
っ
て
の
信
仰
の
場
と
し
て
機
能
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
石
州
街
道
に
次
い
で
、
早
く
よ
り
町
化
が
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
竪
小
路
（
は
）
沿
い
に
は
、
不
連
続
な
が
ら
短
冊
形
地
割
が
広
が
り
、
地
割
形

態
か
ら
も
一
定
の
町
場
機
能
が
示
唆
さ
れ
る
。
第
頂
期
か
ら
第
W
期
に
か
け
て
、
竪
小
路
か
ら
派
生
す
る
街
路
が
、
「
小
路
」
と
称
さ
れ
た
こ



守護城下山口の形態と構造（山村）

と
か
ら
は
、
既
存
の
町
空
間
か
ら
よ
り
低
密
度
な
空
問
へ
派
生
す
る
街
路
が
、
由
口
に
お
い
て
は
「
小
路
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
第
W
期
に
は
、
小
路
を
軸
と
し
て
そ
の
両
側
が
町
化
し
「
小
路
町
」
が
形
成
さ
れ
る
が
、
小
路
名
の
つ
い
た
b
型
地
割
が
そ
れ
に
相
当
す
る

だ
ろ
う
。
b
型
は
、
a
型
と
同
様
の
細
か
い
短
冊
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
＝
疋
の
町
機
能
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
b
型
地
割

の
狭
少
な
面
積
は
、
小
路
町
の
町
機
能
が
、
「
大
路
」
・
「
大
道
」
で
あ
る
石
州
街
道
を
軸
と
す
る
a
型
地
割
の
大
町
（
O
m
）
な
ど
の
町
場
に

は
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
W
期
に
、
石
州
街
道
南
側
の
馬
場
殿
小
路
（
B
）
及
び
イ
ー
オ
問
に
寺
社
が
急
増
す
る
こ
と
よ
り
、
小
路
の
開
設
に
伴
う
「
町
」
裏
空
閑

地
へ
の
大
型
施
設
の
建
設
が
活
発
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
馬
場
殿
小
路
や
イ
ー
冷
間
の
寺
社
の
間
隙
に
。
型
地
割
が
散
在
的
に

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
い
つ
た
土
地
が
屋
地
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
町
空
間
の
拡
大
が
推
定
さ
れ
る
。
第
W
期
に
は
、

石
州
街
道
沿
い
の
大
町
を
中
心
と
し
た
町
空
間
は
、
小
路
町
と
連
続
し
つ
つ
、
さ
ら
に
拡
大
し
、
重
層
的
な
市
街
形
態
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　
第
V
期
に
な
る
と
、
石
州
街
道
へ
屋
敷
が
集
中
し
、
馬
場
殿
小
路
・
道
場
門
前
（
D
m
）
と
い
っ
た
、
第
嬢
期
以
降
の
町
の
拡
大
地
域
や
市

街
周
辺
部
に
、
間
口
が
広
い
屋
敷
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
第
W
期
以
前
に
特
に
町
屋
の
凋
密
化
が
進
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
大
町
地
域
に

は
、
大
き
な
面
積
の
屋
敷
地
を
獲
得
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
可
能
性
と
、
市
街
周
辺
部
に
お
け
る
、
第
V
期
以
前
の
町
屋
形
成
の
遅
れ
を

示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
道
場
門
前
や
奥
小
路
（
ち
）
、
円
政
寺
町
（
E
）
に
お
け
る
屋
敷
裏
の
畠
の
存
在
は
、
町
場
の
周
辺
部
分
が
重

層
的
な
市
街
形
態
を
な
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

2

武
士
居
住
地
の
存
在
形
態

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
早
間
田
周
辺
地
区
（
図
7
・
H
周
辺
）
は
、
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
年
に
大
内
氏
の
氏
寺
・
興
隆
寺
が
買
得
し
て
以
来
の
岡
寺
の
知
行
地
で
あ

り
、
『
氷
上
山
興
隆
寺
文
書
』
を
通
じ
て
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
の
約
二
十
年
間
に
お
け
る
武
士
邸
の
形
成
・
変
遷
過
程
を
知
る
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表4　早闘田周辺の屋敷の変遷

No 年月日 申請者 申請地
申請時の土地

?用・而積
申請後の

y地利用
史料番号

^文書名

1 文明16（1484）

V・20

安富房行 宇野令後田新立小路西

V通
田・2段 屋敷 103／大内家奉行

O奉書

2 文明17（1485）

X・14

嶋田行書 後田安富宅所前 田・1段半 子壷 104／大内三奉行

O奉書

3 延徳2（1490）

[8・5

杉弘圃 秋廣名内 田・5段60歩 三思屋敷 107／大内家奉行

O奉書

4 延徳2G490）
P1・4

安寄弘員 長山前秋譲名之内 2段半30歩 屋敷 109／大内家奉行

O奉書

5 明応5（1496）

R・4

田下依 端山田杉新左衛門尉宅

兜ﾀ

屋敷・2段 屋地 114／大内家家阪

�

6 明応8（1499）

X・ユ5

御郷弘周 秋讃名内、元杉武明居

Z跡内阿川治部丞申給

ｮ敷西ノヨリ

畠弓段 居住 115／大内家家距

�

7 明応9（1500）

R・19

阿川沖鳴 杉武明跡、御郷弘周申

ｿ地西

240歩 屋敷 117ノ大内家家距

�

8 永正2（1505）

U・13

森盛治 後田元口武明居住跡 近日宗閑・1

i
屠住 132／大内家家臣

�

9 永正2（1505）

W・29

伊佐元綱 後田杉武明脳内 畠・1段 居住屋敷 133／大内家家臣

�

ユ0 （年不詳）4・28 杉武道 端山田村内常山御領 歴敷 207／杉武道書状

ユ1 （年不詳）4・28 波多野日

?
?

端山田村一口山御領 高石入道相拘、

寘?植付・2段

屋敷 207／杉武道書状

出典は全て『氷上山興隆寺文書」である。史料番号及び文書名は刊本（『防長史学』1～5，1930

－1932）に準じる。

こ
と
が
で
き
る
。
表
4
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
早
問
田
周
辺

の
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
大
内
氏
時
代
の
武

士
邸
の
存
在
形
態
の
実
態
と
変
遷
を
考
察
し
た
い
。

　
分
析
の
前
に
、
史
料
に
記
載
さ
れ
る
様
々
な
地

名
が
、
い
ず
れ
も
早
聞
田
周
辺
に
比
定
さ
れ
る
根

拠
を
示
す
。
明
徳
二
年
に
興
隆
寺
が
買
得
し
た

「
宇
野
秋
弘
」
は
・
「
宇
野
令
内
秋
弘
軸
最

前
秋
廣
名
」
（
表
4
・
4
）
と
も
記
さ
れ
、
宇
野
令

の
長
山
（
図
3
）
周
辺
に
存
在
し
た
名
鑓
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
延
徳
二
（
一
四
九
〇
）

年
に
「
秋
広
名
内
田
地
」
が
「
十
三
左
衛
門
尉
弘

固
」
の
居
住
屋
敷
と
さ
れ
（
表
4
・
3
）
、
明
応
五

（一

l
九
六
）
年
に
は
「
端
山
田
杉
薪
左
衛
門
尉

宅
所
並
」
が
薪
た
に
煎
子
依
の
屋
敷
と
さ
れ
た

（
表
4
・
5
）
。
こ
の
両
文
書
の
杉
氏
は
同
一
人
物

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
秋
広
名
」

内
の
杉
弘
固
邸
は
「
端
出
田
」
と
も
表
現
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
、
「
端
山
田
」
は
「
秋
広
名
」
に
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守護城下幽幽の形態と構造（山村）

含
ま
れ
る
地
名
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
、
小
字
名
「
早
問
田
」
は
「
端
由
田
」
と
音
が
似
て
い
る
上
、
長
山
の
南
山
麓
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
は
、
「
端
山
田
」
や
「
長
山
前
」
の
表
現
と
矛
盾
せ
ず
、
「
端
山
田
」
は
小
字
「
早
間
田
」
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
「
宇
野
秋
弘
名
」
も
早
間
田
周
辺
に
比
定
さ
れ
る
。
近
世
以
降
、
字
早
問
田
が
宇
野
令
村
に
接
し
て
い
た
こ
と
も
、
「
宇
野
秋
弘
名
」
の

表
現
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
表
4
・
1
に
あ
る
「
宇
野
令
後
田
」
は
、
の
ち
の
「
後
田
航
彫
解
臆
騎
」
（
表
4
・
8
）
と
同
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の

杉
三
左
衛
門
尉
（
武
明
）
居
住
地
は
、
「
秋
廣
名
内
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
（
表
4
・
6
）
、
「
秋
廣
名
」
の
中
に
「
後
田
」
と
呼
称
さ
れ
る
地
域

が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
上
よ
り
、
史
料
に
見
え
る
「
宇
野
秋
弘
名
」
「
後
田
」
「
端
山
田
」
は
、
い
ず
れ
も
早
間
田
周
辺
に
比
定
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
具
体
的
な
土
地
利
用
の
変
遷
を
検
討
す
る
。
宇
野
秋
弘
名
の
屋
地
化
の
初
見
は
、
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
年
で
あ
る
。
こ
の
時

は
、
「
後
田
新
高
小
路
西
之
通
」
に
あ
る
田
二
段
が
安
富
房
行
の
屋
敷
地
と
し
て
認
可
さ
れ
た
（
表
4
・
1
）
。
以
降
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年
ま

で
、
武
士
が
屋
敷
地
と
し
て
利
用
し
た
い
旨
を
申
請
し
認
可
さ
れ
る
事
例
が
続
く
。
つ
ま
り
、
こ
の
約
二
十
年
の
間
に
名
田
は
分
割
さ
れ
、
武

士
の
屋
敷
地
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
特
に
以
下
の
三
点
が
注
租
さ
れ
る
。

　
第
～
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
全
て
の
発
給
者
が
、
大
内
家
家
臣
や
奉
行
衆
で
あ
り
、
申
請
を
認
可
す
る
旨
を
興
隆
寺
側
に
伝
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
早
間
田
周
辺
の
武
士
の
屋
敷
は
、
武
士
の
申
請
に
対
し
、
大
内
氏
の
認
可
が
興
隆
寺
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
早
間
田
の
武
士
邸
形
成
の
時
期
が
、
「
小
路
」
の
開
設
の
時
期
と
～
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
工
期
に
お
け
る
「
小
路
」
が
、

「
町
」
裏
の
空
閑
地
へ
の
通
路
で
あ
り
、
空
閑
地
の
屋
地
化
と
連
動
す
る
現
象
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
石
州
街
道

沿
い
の
町
裏
に
あ
た
り
田
畑
が
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
早
間
田
地
区
に
お
い
て
、
小
路
の
新
設
に
伴
い
、
武
士
の
屋
敷
所
有
の
志
向
と
興

隆
寺
・
大
内
氏
の
積
極
的
な
認
可
に
よ
り
、
寺
領
の
分
割
と
屋
地
化
が
進
行
し
た
と
考
え
る
。

　
第
三
に
、
明
応
八
（
　
四
九
九
）
年
か
ら
永
正
二
（
　
五
〇
五
）
年
の
間
に
、
大
内
氏
に
よ
る
許
可
を
得
て
、
杉
武
明
の
「
居
住
跡
」
が
盛
ん

に
分
割
さ
れ
、
複
数
の
居
住
屋
敷
が
形
成
さ
れ
た
（
表
4
・
6
1
9
）
と
い
う
事
態
に
着
蒼
し
た
い
。
杉
武
明
が
こ
の
地
の
屋
敷
に
居
住
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

く
な
っ
た
の
は
、
明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
の
武
明
の
死
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
早
問
田
の
武
明
屋
敷
地
は
｝
反
興
隆
寺
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に
返
還
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
武
明
の
死
亡
し
た
一
四
九
九
年
に
は
既
に
、
跡
地
の
白
里
段
が
申
請
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
お
り
、

跡
地
は
極
め
て
短
期
間
に
畠
化
し
た
可
能
性
が
高
い
。
早
間
田
地
区
の
土
地
は
、
一
度
角
地
化
し
て
も
、
屋
敷
の
存
在
が
な
く
な
る
こ
と
で
再

び
畠
に
帰
す
可
能
性
を
有
し
た
浮
動
性
の
高
い
性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
武
士
の
居
住
を
大
内
氏
が
推
進
し
て
い
た
と

も
い
え
る
。
御
家
人
の
興
隆
寺
領
の
屋
地
化
や
下
作
職
の
所
有
を
禁
止
す
る
中
で
、
「
山
口
中
」
の
屋
敷
に
関
し
て
は
禁
止
の
対
象
に
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
と
し
た
天
文
十
九
（
～
五
五
…
）
年
の
書
状
も
、
同
様
の
動
向
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
杉
聖
明
の
土
地
賃
貸
権
が
、
杉
氏
に
継
承
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
、
有
力
御
家
人
で
あ
っ
て
も
、
山
口
内
の
早
問
田
の
土
地
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
以
上
よ

り
、
土
地
利
用
や
賃
貸
権
の
継
承
と
い
う
面
に
お
い
て
、
早
閥
田
の
非
永
続
的
な
性
格
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
第
璽
期
の
早
間
田
周
辺
に
お
い
て
は
、
町
空
間
の
発
達
と
呼
応
し
て
武
士
邸
が
集
団
化
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
大
内

氏
の
積
極
的
な
認
可
・
推
奨
の
動
き
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
～
方
で
、
武
士
邸
の
存
続
を
図
り
難
い
非
永
続
的
な
土
地
で
あ
っ
た
可
能

性
も
高
い
。

　
こ
こ
で
再
び
図
7
の
地
割
形
態
に
着
目
し
た
い
。
早
問
田
（
H
）
周
辺
は
小
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク
型
地
割
で
あ
る
が
、
同
様
の
ブ
ロ
ッ
ク
型
地
割

は
、
大
内
氏
館
周
辺
の
特
に
竪
小
路
西
側
の
後
河
原
（
U
）
周
辺
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
い
つ
た
地
域
は
第
皿
・
W
期
に
お
い
て
、
武
士
の
屋

敷
が
確
認
も
し
く
は
推
定
さ
れ
る
場
所
と
～
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
早
間
田
に
類
似
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
型
地
割
に
は
、
中
世
に
武
士
邸
が
立
地
し

た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
V
期
に
は
石
州
街
道
沿
い
と
そ
の
南
側
に
屋
敷
分
布
が
収
束
す
る
。
第
予
期
に
武
士
邸
の
集
団
化
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

認
さ
れ
た
早
間
田
に
も
、
第
V
期
に
は
畠
化
し
た
土
地
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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①
本
稿
で
使
用
し
た
地
籍
図
は
、
明
治
二
十
年
作
成
の
「
明
治
弐
拾
年
字
限
地
引

　
絡
図
扁
（
山
口
地
方
法
務
局
所
蔵
）
で
あ
る
。
旧
山
口
町
内
の
小
字
名
と
そ
の
位

　
概
に
関
し
て
は
、
山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
柴
田
京
子
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。

②
　
元
応
元
（
一
三
一
九
）
年
正
月
三
日
「
闊
部
氏
古
文
書
三
」
（
『
防
府
史
料
一
八

　
防
府
と
南
部
氏
臨
　
一
九
七
一
）
。

③
明
徳
二
（
一
三
九
一
）
六
月
二
十
九
日
「
氷
上
山
事
書
」
噸
興
』
十
九
。
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④
応
永
二
＋
七
（
㎝
四
二
〇
）
年
二
月
二
＋
四
日
「
國
清
寺
條
虫
」
『
注
進
案
』

　
十
三
、
　
一
三
二
頁
。

⑤
長
禄
三
（
～
四
五
九
）
年
五
月
二
十
二
日
中
禁
制
」
咽
掟
書
』
二
…
八
。

⑥
寛
正
二
（
一
四
六
一
）
年
の
『
掟
書
撫
で
は
、
分
国
内
に
お
け
る
訴
訟
の
迅
速

　
化
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
山
口
と
分
国
問
の
速
や
か
な
往
来
が
必
要
で

　
あ
ろ
う
。
山
口
に
お
け
る
石
州
街
道
の
交
通
路
と
し
て
の
機
能
も
よ
り
重
視
さ
れ

　
た
と
推
測
さ
れ
る
（
同
年
六
月
骨
九
日
「
従
山
口
二
分
國
中
等
程
日
敷
妙
」
隅
掟

　
書
』
十
）
。

⑦
文
明
十
六
（
一
四
八
四
）
七
月
骨
日
「
大
内
家
奉
行
衆
奉
書
」
『
興
』
一
〇
三
。

⑧
文
明
十
七
（
一
四
八
五
）
年
十
一
月
五
日
「
諸
役
人
掟
事
扁
『
掟
書
』
六
七
－

　
七
六
。
こ
こ
で
は
「
町
」
の
場
所
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
大
内
氏
館
の
食
膳
朋
の

　
魚
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
由
口
の
「
晦
」
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ

　
る
。

⑨
長
享
三
（
　
四
八
九
）
年
五
月
［
盗
物
事
扁
『
掟
書
』
一
三
一
。
こ
れ
も
場
所

　
が
判
然
と
し
な
い
が
、
一
般
に
分
国
中
に
お
い
て
「
市
町
」
と
「
店
屋
」
が
併
存

　
す
る
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑩
　
　
（
明
応
五
（
～
四
九
六
）
年
）
「
十
月
會
町
禁
制
扁
（
隅
掟
書
輪
　
一
五
七
－
一
五

　
九
）
に
お
け
る
「
十
月
会
町
」
が
、
山
口
内
の
町
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る

　
（
㎜
章
注
⑳
『
大
内
氏
壁
書
を
読
む
魅
　
一
七
～
頁
）
。

⑪
文
明
＋
八
（
皿
四
八
六
）
年
四
月
廿
九
日
「
禁
制
野
々
」
畷
掟
書
臨
八
九
－
九

　
三
、
文
明
十
九
（
㎜
四
八
七
）
年
四
月
骨
日
門
夜
中
路
頭
往
来
禁
制
」
隅
掟
書
輪

　
一
一
七
1
｝
二
一
。

⑫
延
徳
四
（
　
四
九
二
）
年
六
月
「
於
築
山
築
地
上
見
物
禁
制
事
」
『
掟
書
臨
一

　
四
六
。

⑬
永
正
十
七
（
一
五
二
〇
）
年
潤
六
月
「
高
嶺
太
神
宮
御
団
坐
伝
記
扁
（
『
注
進

　
案
臨
十
三
、
｝
八
一
二
二
、
五
四
頁
）
。
以
下
『
御
鎮
坐
伝
記
』
と
略
す
。

⑭
『
御
笠
坐
伝
記
臨
に
、
「
御
神
事
は
國
清
寺
門
前
廣
橋
を
渡
て
竪
少
路
を
下
り

大
町
を
至
今
轟
旅
禦
座
と
あ
る
。

⑮
一
章
注
⑧
『
図
集
臼
本
都
市
史
転
八
六
－
八
七
、
一
〇
四
－
一
〇
五
頁
。

⑯
天
文
七
（
一
五
三
八
）
三
月
七
日
の
「
毛
利
隆
元
由
口
滞
留
日
記
偏
（
『
県
史
駄

　
四
三
六
頁
）
に
、
築
山
門
前
で
生
じ
た
火
事
に
よ
り
、
「
本
町
屋
肥
前
か
り
焼
候
」

　
と
あ
る
。

⑰
天
文
二
十
三
（
一
五
五
五
）
年
「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
」
六
巻
十
章
『
県
史
料
』
。

⑱
天
文
二
十
四
（
一
五
五
五
）
年
十
月
十
三
日
「
原
権
左
衛
門
文
書
二
」
『
閥
魅

　
工
巻
、
三
－
四
頁
。

⑲
前
掲
注
⑰
。

⑳
　
永
禄
七
（
一
五
六
四
）
年
四
月
七
日
「
栗
林
灘
印
拘
屋
敷
注
文
扁
『
注
進
案
』

　
十
三
、
四
二
九
頁
、
弘
治
三
（
～
五
五
七
）
年
四
月
二
日
「
原
権
左
衛
門
文
書

　
三
」
『
閥
』
一
一
巻
、
四
頁
、
天
正
十
一
一
（
｝
五
八
四
）
年
九
月
十
八
日
「
松
村
久

　
郎
兵
衛
文
書
ご
『
閥
翫
四
巻
、
三
七
一
頁
。

⑳
横
屋
彌
次
部
は
、
茂
市
に
、
禰
二
図
入
三
十
一
聞
と
、
面
一
下
半
入
三
十
【
間
の

　
屋
敷
を
有
し
て
い
る
（
（
年
不
詳
）
十
　
月
五
日
『
注
進
案
隔
十
三
、
三
八
三
頁
）
。

⑫
　
前
掲
注
⑳
「
松
村
久
郎
兵
衛
文
書
」
。

⑳
　
永
禄
十
三
（
一
五
七
〇
）
年
三
月
二
日
「
原
権
左
衛
門
文
書
八
」
隅
閥
』
二
、

　
五
頁
。

⑳
天
正
五
（
～
五
七
七
）
年
十
一
月
二
十
九
日
「
原
権
左
衛
門
文
書
十
二
扁
欄
閥
腕

　
二
、
六
頁
。

⑳
　
前
掲
注
⑳
門
松
村
久
郎
兵
衛
文
書
」
。

⑳
　
文
禄
四
（
【
五
九
五
）
年
｝
月
十
九
日
文
書
隅
注
進
案
』
十
三
、
三
〇
八
頁
。

⑳
　
天
正
十
一
年
六
月
「
山
口
舐
園
会
毎
年
順
勤
人
数
之
事
」
（
『
県
史
撫
、
五
六
　

　
…
五
運
ハ
四
欝
欝
）
。

⑳
　
福
田
東
亜
・
河
合
玲
子
「
山
口
の
町
屋
建
築
に
関
す
る
基
礎
資
料
（
～
）
1
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宅
地
捌
・
梅
田
邸
の
実
測
な
ら
び
に
復
原
－
扁
山
口
芸
術
短
期
大
学
研
究
紀
要

　
十
四
、
　
一
九
八
二
。

⑳
　
小
林
健
太
郎
「
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
の
城
下
岡
豊
の
市
町
」
史
林
六
一
一
六
、

　
一
九
七
八
、
「
安
芸
氏
の
城
下
・
安
芸
郡
安
芸
新
町
」
『
戦
国
城
下
町
の
研
究
騙
大

　
明
堂
一
九
八
五
。

⑳
　
　
「
早
蟹
田
」
は
明
治
期
の
地
籍
図
記
載
の
大
字
・
小
字
名
で
中
琶
の
呼
称
で
は

　
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宮
的
に
「
早
問
繊
」
の
名
称
を
使
用
す
る
。

⑳
　
二
章
注
⑤
。

⑫
　
　
（
年
不
詳
）
　
正
日
月
什
阿
九
日
「
大
内
家
奉
行
衆
奉
書
」
『
興
砿
山
ハ
山
ハ
。

⑬
　
神
本
正
律
「
杉
隆
泰
家
系
の
検
考
諦
」
山
口
県
地
方
史
研
究
七
七
、
一
九
九
七
、

　
三
八
頁
G

⑭
　
天
文
十
九
（
一
五
五
一
）
年
四
月
廿
五
日
「
大
内
家
家
臣
達
署
書
状
」
『
興
』

　
一
七
一
。

⑯
　

文
禄
｝
血
　
（
一
五
九
山
ハ
）
年
【
月
骨
”
日
門
新
町
替
之
畠
」
　
『
“
羅
准
宙
乗
』
十
⊥
黒
、
　
｝
瓢

　
一
二
五
－
　
鵬
　
二
山
ハ
頁
。
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四
　
申
盤
山
口
の
空
閾
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
大
内
氏
に
よ
る
都
市
形
態
の
改
変

　
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
大
内
氏
の
都
市
計
画
の
内
容
と
し
て
推
定
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
と
し
て
武
士
の
山
口
集
住
と
裁
家
屋
敷
地
区
の

形
成
、
町
営
の
施
行
と
街
路
の
敷
設
の
二
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
口
の
街
路
パ
タ
ー
ン
の
形
成
は
、

石
州
街
道
沿
い
の
町
空
間
の
発
達
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
二
章
で
見
た
武
士
邸
の
分
布
は
、
蒼
海
・
W
期
と
も
明
確
に
区
画
さ
れ
た

一
ま
と
ま
り
の
武
家
屋
敷
地
区
の
存
在
に
否
定
的
で
あ
る
。
第
諺
文
に
大
内
氏
の
認
可
に
よ
る
早
間
田
周
辺
の
武
士
邸
の
集
団
化
は
確
認
で
き

る
が
、
町
空
間
の
発
達
と
関
係
が
深
く
、
武
士
邸
と
し
て
の
永
続
性
が
な
い
土
地
で
あ
り
、
近
世
城
下
町
的
な
武
家
屋
敷
地
区
の
あ
り
方
と
は

遠
い
。

　
こ
こ
で
、
従
来
、
武
士
の
山
口
集
住
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
以
下
の
『
掟
書
』
の
記
載
内
容
を
再
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
文
明
十
七
（
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
八
五
）
年
に
「
在
山
口
衆
内
少
分
限
仁
」
に
対
し
、
申
請
な
く
「
帰
宅
」
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
文
明
十
八
（
　
四
八
六
）
年
に
は
、
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「
諸
人
在
山
口
衆
」
に
対
し
、
密
々
に
「
在
郷
」
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
違
反
の
場
合
に
は
御
家
人
身
分
の
剥
奪
と
い
う
厳
し
い
罰
則
も
設

　
　
　
②

け
ら
れ
た
。
ま
た
、
御
参
洛
の
際
、
「
御
家
人
」
は
「
同
名
扁
「
同
郷
近
邊
衆
」
に
、
山
口
に
参
上
す
る
こ
と
を
告
知
す
る
よ
う
に
と
も
規
定
さ

　
③
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
山
口
」
に
在
住
す
る
武
士
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
崩
口
内
の
特
定
地
域
を
武
家
屋
敷
地
区
と
し
、
そ
こ
へ

の
密
集
を
指
示
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
御
家
人
の
「
在
山
口
衆
扁
が
、
各
々
一
族
の
住
す
る
本
拠
の
郷
も
有

し
、
山
口
と
往
復
し
て
い
た
婁
態
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
少
分
限
者
」
は
、
　
年
の
内
百
日
の
身
暇
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

は
、
大
内
氏
は
所
領
の
少
な
い
武
士
の
在
郷
を
、
制
限
付
き
な
が
ら
認
め
て
い
た
と
も
言
え
る
。
十
六
世
紀
中
期
に
お
い
て
も
、
山
口
中
に
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宅
を
有
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
領
分
を
持
ち
、
在
郷
し
て
い
た
御
家
人
の
存
在
を
推
測
で
き
る
。
以
上
よ
り
、
大
内
氏
支
配
の
時
代
に
お

い
て
、
全
て
の
御
家
人
が
山
口
に
常
住
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
同
時
期
の
早
間
田
周
辺
の
武
士
邸
の
可
変
性
を
考
慮
す
る
と
、
山
畠
内

の
武
士
の
屋
敷
は
、
郷
の
屋
敷
に
対
す
る
別
邸
も
し
く
は
宿
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
武
士
邸
や
町
空
間
の
配
置
や
形
態
に
対
し
、
大
内
氏
側
か
ら
の
統
制
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
石
州
街
道
周
辺
の
空
間
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
早
間
田
周
辺
の
武
士
邸
の
集
団
化
に
は
、
あ
る
程
度
の
大
内
氏
の
意
図
が
介
在
し

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
石
州
街
道
沿
い
町
空
間
の
拡
大
、
凋
密
化
と
い
う
町
場
の
実
態
に
追
随
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
沿
の
町
空
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
対
し
、
大
内
氏
の
支
配
時
代
を
通
じ
て
、
大
内
氏
の
積
極
的
な
支
配
政
策
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
大
内
氏
は
、
盗
物
売
買
の
際
の
処
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
③

や
「
大
路
扁
に
お
け
る
治
安
維
持
、
押
買
狼
籍
や
公
方
買
と
号
す
る
売
買
の
禁
止
、
選
銭
令
と
い
っ
た
、
商
工
業
の
発
展
を
妨
害
す
る
事
態
を

排
し
、
公
正
性
を
保
つ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
内
氏
は
、
石
州
街
道
周
辺
で
は
既
存
の
町
空
聞
に
対
し
、
統
制
・

支
配
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
の
発
達
の
実
態
を
追
認
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
次
に
竪
小
路
や
大
内
角
館
を
中
心
と
し
た
地
域
を
検
討
す
る
。
二
章
で
み
た
画
塾
邸
の
分
布
の
他
、
竪
小
路
沿
い
で
は
室
町
後
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

大
内
氏
の
重
臣
の
屋
敷
跡
と
判
断
さ
れ
た
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
複
数
の
武
士
邸
が
存
在
し
た
と
い
え
る
。
こ
こ

で
、
最
近
の
大
内
氏
館
周
辺
の
発
掘
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
非
常
に
興
味
深
い
発
掘
結
果
に
注
目
し
た
い
。
大
内
氏
歯
跡
周
辺
で
は
、
十
五
世
紀
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後
期
か
ら
十
六
世
紀
初
期
以
降
の
館
田
の
区
画
施
設
に
直
交
、
平
行
す
る
区
画
溝
や
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
大
内

氏
館
の
方
向
と
は
異
な
る
軸
を
持
つ
建
物
が
確
認
さ
れ
た
り
、
筆
跡
の
堀
の
主
軸
と
平
行
し
な
い
区
画
溝
が
埋
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の

十
五
世
紀
後
期
か
ら
十
六
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
時
期
に
盛
土
整
地
が
行
わ
れ
、
そ
の
前
後
で
建
物
の
方
向
が
変
化
す
る
発
掘
結
果
も
得
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
い
つ
た
発
掘
成
果
か
ら
、
十
五
世
紀
後
期
か
ら
十
六
世
紀
初
期
の
当
主
政
弘
の
時
期
に
、
大
内
氏
館
の
強
化
・
拡
張
が
な
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
れ
と
同
時
期
に
、
館
の
主
軸
に
あ
う
方
向
で
地
割
、
町
並
み
の
改
変
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
ら
か
に
大
内

氏
に
よ
る
大
内
写
角
の
改
造
と
岡
時
期
に
、
館
を
中
心
と
し
た
方
向
性
が
重
視
さ
れ
て
周
囲
の
地
割
改
変
が
な
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す

る
と
、
周
辺
の
武
士
邸
の
形
態
に
も
何
ら
か
の
統
制
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
竪
小
路
や
一
の
坂
川
沿
い
に
d
型
地
割
が
連
な

る
地
域
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
三
章
一
節
の
地
割
分
析
で
述
べ
た
よ
う
に
、
d
型
地
割
は
何
ら
か
の
統
制
を
う
け
て
形
成
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
、
第
皿
期
に
既
存
の
竪
小
路
周
辺
の
町
空
字
が
改
変
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　
ま
た
、
今
八
幡
宮
（
図
7
・
☆
1
）
南
の
八
幡
馬
場
の
発
掘
か
ら
は
、
大
殿
大
路
・
今
八
幡
宮
参
道
（
図
7
）
の
方
向
と
平
行
、
も
し
く
は
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

行
し
て
造
ら
れ
た
室
町
後
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
割
や
建
物
が
大
殿
大
路
や
今
八
幡
宮
参
道
を
意
識
し
て
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
。
今
八
幡
宮
は
大
内
氏
に
よ
っ
て
第
皿
期
に
現
在
地
に
勧
請
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
こ
と
や
、
大
殿
大
路
は
東
か
ら
の
石
州
街
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

延
長
で
大
内
氏
館
の
南
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
本
の
街
路
沿
い
が
大
内
氏
に
重
視
さ
れ
、
第
皿
期
に
整
備
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
大
内
氏
館
周
辺
に
お
い
て
は
、
武
士
邸
と
竪
小
路
沿
い
町
空
間
の
両
方
の
形
態
に
対
し
て
、
第
皿
期
に
大
内

氏
に
よ
り
統
制
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
今
八
幡
参
道
や
大
殿
大
路
周
辺
で
も
、
街
路
の
方
向
を
重
視
し
た
空
間
形
態
の
統
制
が
な
さ
れ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
な
お
、
鰐
渕
や
今
道
に
お
い
て
も
d
型
地
割
が
展
開
し
、
空
間
形
態
の
統
制
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
鰐
石
は
、
周
防
国
府
や
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

内
氏
の
氏
寺
の
あ
る
大
内
村
へ
向
か
う
防
府
街
道
と
、
大
内
氏
の
外
港
的
存
在
と
思
わ
れ
る
小
郡
に
通
じ
る
椹
野
川
の
交
点
に
あ
り
、
市
恵
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

須
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
の
伝
承
が
残
る
「
重
石
」
も
存
在
す
る
。
交
通
の
結
節
点
で
、
商
業
機
能
を
有
す
る
こ
の
よ
う
な
空
間
が
大
内
氏
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に
重
視
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
統
制
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

2
　
空
間
構
造
の
変
遷
過
程

　
大
内
弘
世
の
本
拠
移
転
以
前
の
山
口
周
辺
に
は
、
国
衙
領
や
荘
園
が
展
開
し
、
大
内
氏
の
知
行
所
領
や
、
大
内
氏
関
連
の
寺
社
領
も
大
き
な

面
積
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
石
州
街
道
沿
い
や
北
部
山
際
地
域
に
は
、
寺
社
を
含
ん
だ
小
集
落
が
散
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一

方
、
大
内
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た
大
内
に
は
、
大
内
氏
の
館
と
氏
寺
及
び
周
囲
の
所
領
に
加
え
、
氏
寺
門
前
に
周
防
国
府
の
商
業
と
関
連
の
深
い

大
内
市
が
存
在
し
た
。
国
府
の
最
有
力
在
庁
官
人
で
あ
っ
た
大
内
氏
の
性
格
を
考
慮
す
る
と
、
防
府
街
道
が
交
通
路
と
し
て
大
内
氏
に
重
視
さ

れ
た
可
能
性
は
高
い
。

　
十
四
世
紀
中
期
に
、
大
内
氏
は
本
拠
を
現
山
口
市
に
移
し
た
。
北
部
山
際
地
域
の
滝
・
天
花
に
は
、
大
内
権
力
の
保
護
と
統
制
下
に
お
か
れ

た
寺
院
が
集
中
す
る
。
こ
の
寺
院
集
中
配
置
に
は
、
大
内
氏
の
積
極
的
な
意
図
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
傾
向
は
大
内
氏
滅
亡
ま
で
継
続
す
る
。
一

方
、
石
州
街
道
沿
い
で
は
「
市
町
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
石
州
街
道
は
、
交
通
量
も
増
加
し
、
他
国
と
も
結
ば
れ
る
広
域
交
通
路
と
し
て

機
能
し
、
「
大
路
」
と
認
識
さ
れ
る
。
早
起
期
の
空
間
構
造
は
、
交
通
・
商
業
機
能
の
軸
と
し
て
の
石
州
街
道
と
、
大
内
氏
館
と
大
内
氏
と
関

連
の
深
い
宗
教
機
能
の
集
中
す
る
北
部
山
際
地
区
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
当
該
期
の
空
間
構
造
に
、
大
内
氏
に
よ
る
選
地
・
町
割
・
館
の
建
設
・
寺
社
の
配
置
と
い
っ
た
都
市
計
画
の
施
行
を
み
る
の
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
大
内
氏
館
及
び
～
部
の
寺
社
の
配
置
に
、
大
内
裏
の
意
図
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
そ
れ
も
山
口
の
空
間
全
体
か
ら
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
限
定
的
で
あ
る
。
大
内
氏
館
の
建
設
に
関
し
て
は
、
地
形
条
件
が
考
慮
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
農
業
用
地
と
し
て
不
適
な
土

⑯地
に
守
護
館
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
農
地
を
妨
げ
な
い
こ
と
を
意
図
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
大
内
氏
に
よ
る
大
規
模

な
空
間
改
変
は
推
定
し
が
た
い
。

　
旧
本
拠
地
の
大
内
に
は
、
大
内
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
隆
寺
門
前
に
町
屋
が
存
在
し
た
。
中
世
興
隆
寺
に
は
、
大
内
宗
家
そ
の
も
の
を
家
臣
お
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⑰

よ
び
領
民
に
敬
わ
せ
、
そ
の
領
国
支
配
を
正
当
化
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
興
隆
寺
貼
薬
は
、
大
内
氏
滅
亡
ま
で
、
大
内
氏

の
強
い
統
制
下
に
お
か
れ
た
宗
教
空
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
応
仁
の
乱
後
、
大
内
氏
は
山
口
に
在
住
す
る
。
石
州
街
道
沿
い
の
「
市
町
扁
は
、
町
空
間
が
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
空
間
内
部
が
凋
密
化
し
、

町
尽
の
空
閑
地
へ
通
じ
る
「
小
路
」
が
開
設
さ
れ
る
。
「
小
路
」
の
開
設
は
、
町
裏
の
屋
地
化
や
寺
社
の
建
設
に
伴
う
、
も
し
く
は
そ
れ
を
促

進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
町
空
間
の
南
裏
に
は
町
住
民
と
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
鎌
倉
薪
仏
教
系
寺
院
が
集
中
す
る
。
ま
た
、
町

の
北
裏
の
早
間
田
周
辺
に
は
、
武
士
邸
の
集
団
化
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
い
つ
た
石
州
街
道
周
辺
の
町
空
間
に
関
し
て
は
、
大
内
氏
は
積
極
的

な
統
制
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
早
間
田
周
辺
の
武
士
邸
は
、
大
内
氏
の
認
可
を
得
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
が
、
町
空
間
の
発
達
の
実
態
に
即
し

た
土
地
利
用
で
あ
っ
て
、
町
空
間
の
改
変
を
意
図
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

　
当
初
は
石
州
街
道
の
「
小
路
」
と
し
て
発
生
し
た
竪
小
路
が
、
第
阻
期
に
は
早
く
も
商
工
業
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
内
氏
は
こ
の

時
期
に
大
内
氏
館
の
強
化
・
拡
大
を
図
る
と
岡
時
に
、
館
周
囲
に
お
け
る
武
士
邸
や
、
竪
小
路
の
町
豊
凶
に
一
定
の
統
制
を
加
え
た
と
思
わ
れ

る
。
武
士
に
対
す
る
山
口
居
住
令
を
始
め
と
し
て
、
御
家
人
の
統
制
が
法
令
面
か
ら
も
多
数
確
認
で
き
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
第
H
期
に

比
べ
て
、
大
内
氏
が
統
制
す
る
空
問
は
町
空
聞
に
近
接
し
、
そ
の
範
囲
も
拡
大
し
た
が
、
石
州
街
道
周
辺
の
町
空
間
に
対
し
て
は
な
お
実
態
を

追
認
し
て
い
た
。
則
ち
、
大
内
氏
の
影
響
力
が
異
な
る
空
間
が
、
極
め
て
近
接
し
て
併
存
し
て
い
た
と
考
え
る
。

　
第
W
期
に
は
、
高
嶺
太
神
宮
の
遷
宮
に
伴
う
複
数
の
神
社
の
滝
へ
の
配
置
替
え
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
権
力
志
向
の
宗
教
空
間
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

滝
・
天
花
の
性
格
強
化
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
竪
小
路
沿
い
に
町
空
間
が
拡
大
発
展
し
、
竪
小
路
は
、
石
州
街
道
と
同
様

に
都
市
軸
と
し
て
機
能
し
た
。
石
州
街
道
周
辺
で
ば
、
町
空
間
が
南
へ
拡
大
し
、
小
路
町
も
形
成
さ
れ
、
重
層
的
な
市
街
形
態
を
呈
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
大
内
氏
の
影
響
力
の
異
な
る
空
間
の
併
存
状
態
は
、
大
内
氏
支
配
時
代
を
通
じ
て
解
消
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

山
口
周
縁
部
に
は
、
大
内
氏
は
都
市
山
ロ
防
御
ラ
イ
ン
の
形
成
を
意
図
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
要
害
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
大
内

氏
滅
亡
時
以
降
で
あ
っ
た
。
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毛
利
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
山
口
は
、
石
州
街
道
と
竪
小
路
南
側
周
辺
に
商
工
業
・
居
住
空
間
が
収
束
す
る
。
そ
の
反
面
、
毛
利
氏
の
空

間
支
配
も
強
化
さ
れ
る
。
つ
ま
り
大
内
氏
の
時
代
と
は
異
な
り
、
毛
利
氏
が
市
街
空
間
を
も
統
制
し
、
都
市
領
主
と
し
て
の
性
格
が
強
化
さ
れ

た
と
考
え
る
。
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①
文
明
十
七
（
｝
四
八
五
）
年
十
二
月
廿
六
日
「
身
暇
日
数
事
」
『
掟
書
』
八
六
。

②
文
明
＋
八
（
…
四
八
六
）
年
十
二
月
十
二
日
「
在
山
口
衆
密
々
在
宅
事
」
『
掟

　
書
』
一
〇
三
。

③
長
宴
兀
（
一
四
八
七
）
年
十
一
月
十
日
「
就
御
参
洛
供
奉
以
下
事
」
『
掟
書
』

　
＝
一
六
。

④
天
文
十
九
（
一
五
五
一
）
年
の
「
大
内
義
隆
記
」
（
『
県
史
料
』
）
に
、
「
（
山
口
の

　
相
良
旧
邸
の
襲
撃
の
後
）
其
外
御
共
シ
タ
ル
御
家
人
ノ
家
々
ヲ
打
破
リ
テ
ハ
財
宝

　
ヲ
取
置
二
偏
と
あ
り
、
御
家
人
の
家
が
山
口
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

　
に
対
し
、
弘
治
二
（
一
五
五
六
）
年
の
「
大
内
様
御
家
根
本
記
扁
（
四
県
史
料
』
）

　
に
お
い
て
は
、
「
御
家
人
何
も
山
ロ
ニ
家
御
座
候
ひ
つ
る
之
条
、
思
ひ
思
ひ
に
領

　
分
に
在
郷
し
越
年
被
薮
林
偏
と
あ
り
、
御
家
人
の
領
分
が
山
口
以
外
の
地
に
あ
り
、

　
在
郷
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑤
三
章
注
⑨
。

⑥
三
章
注
⑤
⑪
及
び
（
文
明
十
九
（
一
四
八
七
）
年
四
月
骨
日
？
）
「
夜
廻
人
数

　
番
手
」
咽
掟
書
隔
＝
三
。

⑦
三
章
注
⑩
。

⑧
文
明
十
七
（
一
四
八
五
）
年
四
月
十
五
日
「
撰
銭
事
」
「
利
銭
拝
萱
買
銭
事
」

　
『
掟
書
隔
六
一
－
六
二
、
永
正
十
五
（
～
五
一
入
）
年
十
月
十
四
日
「
撰
銭
資
買

　
米
事
」
咽
掟
書
』
　
一
山
ハ
七
〇

⑨
　
一
葦
注
⑲
隅
大
内
氏
館
跡
職
大
内
氏
関
連
町
並
遺
跡
1
』
。

⑩
山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
課
の
増
野
晋
次
氏
は
、
～
九
九
八
年
十
一
月
一
日
の

　
第
三
回
中
国
地
区
城
館
調
査
検
討
会
に
お
い
て
「
大
内
氏
関
連
町
並
遺
跡
の
調
査

　
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
発
表
を
な
さ
れ
た
。
本
稿
の
大
内
氏
館
跡
周
辺
の
発
掘
調

　
査
の
報
告
内
容
及
び
考
察
は
、
増
野
氏
の
ご
教
示
と
ご
発
表
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑪
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
大
内
氏
関
連
町
並
遺
跡
』
一
九
九
八
。

⑫
『
山
口
古
図
隔
で
は
、
大
内
氏
館
は
大
殿
大
路
と
接
し
、
大
殿
大
路
に
「
大

　
門
」
を
開
け
て
描
か
れ
る
。
発
掘
か
ら
は
第
匪
期
以
降
の
館
が
現
在
の
龍
胆
寺
南

　
線
よ
り
南
へ
の
び
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
章
注
⑯
一
九
一
頁
）
。
大

　
殿
大
路
に
近
接
し
て
当
時
の
大
内
離
散
が
立
地
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

　
い
だ
ろ
う
。

⑬
享
徳
エ
（
一
四
亟
盛
年
の
遣
明
船
の
船
籍
地
と
し
て
小
郡
の
「
フ
カ
ミ
ソ
」

　
が
記
載
さ
れ
る
（
「
入
明
諸
藩
例
」
巻
十
㎝
雑
件
記
剛
県
史
』
）
。

⑭
糊
注
進
案
』
十
三
、
三
七
九
頁
。
ま
た
、
寛
保
二
（
一
七
四
；
年
所
藩
作
成

　
の
絵
図
門
御
国
廻
御
行
程
記
」
は
、
重
石
は
大
内
時
代
に
鰐
石
町
に
市
立
て
し
た

　
当
時
の
市
夷
で
あ
る
と
記
す
。

⑮
一
の
坂
川
の
扇
状
地
扇
央
部
分
に
あ
た
り
比
較
的
高
燥
な
土
地
で
あ
っ
て
、
排

　
水
が
よ
い
上
、
深
い
井
芦
を
掘
れ
ば
上
質
の
地
下
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　
を
考
慮
し
て
配
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
山
口
市
教
育
委
員
会

　
『
大
内
里
山
跡
W
隔
　
一
九
八
二
、
五
二
頁
）
。

⑯
由
口
の
西
の
湯
田
・
吉
敷
地
区
や
束
の
宮
野
地
区
で
は
、
条
里
地
割
が
残
存
す

　
る
の
に
対
し
、
大
内
訳
語
を
含
め
た
現
山
口
市
街
に
は
条
里
地
割
の
痕
跡
が
確
認

　
で
き
な
い
。
現
山
口
市
街
の
街
路
の
方
向
も
周
囲
の
条
里
方
向
と
一
致
し
な
い
。
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現
由
口
市
街
は
　
の
坂
川
の
扇
状
地
に
あ
た
る
高
燥
な
斜
糊
地
で
、
条
里
の
施
行

　
や
水
田
開
発
が
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑰
平
瀬
直
樹
「
大
内
氏
の
妙
見
信
仰
と
興
隆
寺
二
月
会
」
山
口
県
文
補
語
研
究
紀

　
要
一
七
、
一
九
九
〇
。

⑱
乾
氏
の
高
嶺
太
神
宮
を
中
心
と
し
た
義
隆
に
よ
る
「
都
市
プ
ラ
ン
」
説
に
対
し
、

　
本
稿
の
検
討
結
果
は
否
定
的
で
あ
る
。
北
部
宗
教
空
問
の
性
格
強
化
を
意
図
し
た

　
空
鎌
形
戎
が
成
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
都
市
域
全
体
を
見
る
と
、
そ
れ
は
一

　
部
の
空
醐
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
、
「
城
下
扁
の
都
市
計
画
と
は
言
い
難
い
。
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五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
考
察
し
た
中
世
山
口
の
空
間
構
造
を
、
他
の
守
護
城
下
と
比
較
し
て
、
そ
の
特
徴
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、
山
口
の
空
間
構
造
は
、

「
町
」
空
間
の
発
達
と
密
接
に
関
係
し
つ
つ
変
遷
し
た
。
武
士
邸
の
申
に
は
、
こ
の
町
空
間
の
発
達
段
階
に
即
し
て
、
そ
の
縁
辺
に
立
地
す
る

も
の
も
あ
っ
た
。
第
二
に
、
大
内
氏
の
統
制
力
は
一
部
の
空
間
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
後
期
か
ら
十
六
世
紀
初
期
に
か
け

て
、
大
内
開
館
周
辺
で
は
統
制
が
な
さ
れ
た
が
、
既
存
の
町
空
間
に
対
し
て
は
実
態
を
追
認
し
て
い
る
。
第
三
に
、
十
六
世
紀
中
期
以
降
の
毛

利
氏
支
配
下
の
段
階
ま
で
、
大
内
氏
の
影
響
力
の
異
な
る
二
空
間
の
併
存
状
態
は
解
消
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
特
徴
は
、
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
十
五
世
紀
後
期
か
ら
十
六
世
紀
初
期
に
お
け
る
全
国
的
な
守
護
城
下
の
空
間
構
造
の

画
期
と
一
致
し
、
こ
の
時
期
を
画
期
と
し
た
空
間
に
対
す
る
権
力
の
影
響
力
の
強
化
を
想
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
の
実
態
は
空
間
形
態
や
都

市
機
能
の
把
握
に
関
し
て
限
定
的
で
、
大
内
氏
の
都
布
領
主
と
し
て
の
限
界
性
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た

山
口
の
実
態
は
、
町
空
間
と
権
力
と
の
関
係
を
対
立
あ
る
い
は
支
配
の
限
界
と
し
て
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
町
空
間
の
発
達
の
追
認
、
利
用
、

共
存
と
い
う
視
点
か
ら
再
検
討
し
う
る
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
「
市
町
」
化
や
「
町
」
に
対
す
る
統
制
の
実
態
や
、
「
町
」
空
間
の
住
民
側
の
具
体
的
な
都
市
形
成
、
権
力
の
空
間
統

制
と
都
市
住
民
と
の
関
係
に
関
し
て
、
資
料
的
制
限
か
ら
、
考
察
が
不
十
分
な
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た

山
口
の
市
街
中
心
部
に
お
け
る
今
後
の
発
掘
調
査
に
期
待
し
た
い
。



　
本
稿
で
考
察
し
た
中
世
都
市
の
空
間
構
造
は
、
山
口
と
い
う
｝
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
事
例
に
関
し
て
検
討
を
進
め
た

上
で
、
守
護
城
下
の
空
間
構
造
を
総
合
的
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
、
守
護
権
力
の
性
格
や
地
域
差
を
考
慮
し
た
上
で
、

よ
り
全
国
的
に
見
て
個
々
の
事
例
を
位
置
づ
け
る
視
点
を
重
視
し
た
い
。
中
世
前
期
の
地
方
政
治
都
市
で
あ
る
府
中
と
守
護
城
下
と
の
関
連
性

の
検
討
も
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
、
今
後
研
究
を
進
め
た
い
。

　
〔
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。
と
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教
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賜
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ま
し
た
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末
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な
が
ら
こ
こ
に
御
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申
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上
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ま
す
。
本
研
究
に
は
、
一
部
に
平

　
　
　
　
成
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
九
七
四
二
）
を
使
用
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ま
し
た
。
ま
た
本
稿
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一
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は
、
一
九
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て
発

　
　
　
　
表
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。
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守護城下由口の形態と構造（山村）
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’　The　Morphology　and　Structure　of　the　Yainaguchi　Provincial　Constable’s

　　　　　　　　　　　　Residence　and　lts　Envirens　in　Medieval　Japan

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YAMAMURA　Aki

　　In　comparison　with　castle　towns　of　the　Sengoku　pe薮od，　the㎞aturity　of　the

towns　surrounding　prov短cial　constab璽e’s　residences　is　often　emphasized．　Few

case　studies　αl　the　trans壼t量ons　of　these　towns　are　carried　out　because　of　the

shortage　of　historical　Inatehals，　making　it　dif丘cult　to　compare　them　with　later

castle　towlls．　This　paper　wi藍エ）show　the　distribution　of　vahous血nctions　and

facilities　hl　a　representative　town，2）investigate　the　development　process　of

vahous　residential　areas，　and　3）examine　how　the　spatial　structure　of　Ya！naguchi

transformed　in　medieval　times．　It　turns　out　that　the　trans負）㎜ation　process　of

Yamaguchi　had　a　close　connection　with　the　deve豆opment　of　the　urban　area　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
morpho璽ogy　oi　allotments．　The　control　of　the　Ouchi　at　Yamaguchi　does　not　seem

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
to　have　been　conprehensive，　and　the　Ouchis　othcially　confirmed　the　established

town　space　including　warriors　residences，　It　is　possible　to　regard　these　facts　as

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
evidences　of鎧mits　on　Ouchi　power．　But　those　facts　also　suggest　the　pre一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
eXistence　of　a　developed　urban　area，　and　Ouchis’reco藺㎜ation　and　app垣cation　of

the　latter　estabKshed　town　area．

Stadt　und　Kirche　im　spatmittelalterlichen　K61n

von

MORIyA　rvfiyuki

　　Wie　hat　die　Stadt　一　B“rgerschaft　mit　den　Kirche　一　Klerus　vor　der　Reformation　in

der　stadt　K6hl　ause血andergesetztP　Der　Stadtrat　allmtihlich　hat　sich　zu　der　Obdg－

keit　eRtwickelt　im　sptitrnittelalter，　der　die　Klerus　unter　seiner　Herrschaft　zu

stehen　versucht　hat．
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